
延
喜
庄
園
整
理
令
と
初
期
庄
園

丸

山

幸

彦

【
要
約
）
　
延
喜
庄
園
整
理
令
は
、
原
野
の
大
規
模
分
割
と
百
姓
の
私
地
集
積
と
い
う
二
つ
の
形
態
を
と
っ
て
展
開
す
る
初
期
庄
園
の
整
理
と
再
編
を
意
図

し
て
だ
さ
れ
た
法
令
で
あ
る
。
こ
の
整
理
と
再
編
は
、
庄
園
の
新
設
を
禁
止
す
る
こ
と
（
庄
園
の
量
的
拡
大
の
抑
止
）
、
既
設
庄
園
に
つ
い
て
は
そ
の
内

部
の
公
認
の
庄
田
を
除
く
田
地
と
く
に
新
規
開
発
田
を
公
田
と
認
定
し
庄
域
内
全
田
地
の
庄
田
化
を
禁
止
す
る
こ
と
（
庄
園
の
私
的
大
土
地
所
有
へ
の
転

化
の
抑
止
）
、
以
上
の
二
つ
の
形
で
具
体
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
整
理
令
発
布
以
後
一
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
整
理
令
の
原
則
に
基
づ
い
た
、
し
か
も

私
的
大
土
地
所
有
化
の
傾
向
を
強
く
は
ら
ん
だ
官
省
符
庄
が
初
期
庄
園
の
最
終
段
階
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
穴
一
巻
二
号
　
一
九
七
八
年
三
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
延
喜
庄
園
整
理
令
に
つ
い
て
従
来
多
く
の
研
究
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
整
理
令
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

石
母
田
正
氏
の
「
古
代
の
転
換
期
と
し
て
の
十
世
紀
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
氏
は
「
こ
の
整
理
令
が
従
来
の

古
代
的
土
地
所
有
制
の
内
的
構
造
の
変
化
と
い
か
に
関
係
す
る
か
」
と
い
う
問
題
視
角
の
も
と
に
、
と
く
に
勅
旨
田
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ

て
九
世
紀
の
勅
旨
田
は
天
皇
の
私
有
地
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
経
営
は
国
家
に
よ
る
直
営
田
の
形
態
を
と
り
そ
の
構
造
に
お
い
て
は
初
期
庄
園
的

闘
奴
隷
蟷
螂
形
態
を
と
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
経
営
は
や
が
て
破
綻
し
整
理
令
で
地
子
に
依
存
す
る
形
式
に
あ
ら
た
め
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

石
母
田
氏
以
後
の
研
究
は
分
析
の
主
軸
を
勅
旨
田
の
研
究
に
お
き
な
が
ら
、
よ
り
多
角
的
な
分
析
が
進
展
す
る
が
、
こ
れ
ら
研
究
は
、
ω
石
母

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

醜
婦
・
林
屋
辰
三
郎
氏
な
ど
の
勅
旨
田
の
構
造
と
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
の
研
究
、
②
上
横
手
雅
敬
氏
な
ど
の
整
理
令
の
発
布
主
体
の
研
究
、
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㈹
寛
平
の
治
の
延
長
と
し
て
整
理
令
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
上
横
手
氏
の
研
究
、
庄
園
史
の
立
場
か
ら
整
理
令
を
九
世
紀
に
お
け
る
諸
課
題
の
　
2

総
餐
と
し
て
養
つ
け
る
村
井
康
臨
の
研
究
・
「
庄
塞
焦
点
を
あ
て
て
難
令
を
縫
つ
け
る
高
田
臨
の
研
究
お
よ
び
勅
旨
田
を
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

所
有
の
観
点
か
ら
位
置
づ
け
な
お
そ
う
と
す
る
泉
谷
康
夫
氏
の
研
究
、
な
ど
に
示
さ
れ
る
整
理
命
の
性
格
づ
け
の
研
究
、
ω
免
除
畠
田
制
を
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

理
令
の
具
体
化
と
し
て
位
置
づ
け
る
坂
本
三
三
氏
の
研
究
、
整
理
令
の
原
則
が
施
行
直
後
に
変
更
さ
れ
た
と
す
る
赤
松
俊
秀
氏
の
研
究
な
ど
整

理
令
実
施
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
、
の
四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
研
究
史
の
到
達
点
を
み
る
と
、
そ
こ
に
問
題
点
が
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
従
来
す
ぐ
れ
た
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
四
通
の
官
符
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
整
理
令
そ
の
も
の
の
分
析
が
十
分
置
な
い
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
分
析
の
視
角
に
い
く
、

つ
か
の
間
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
、
整
理
令
は
延
出
量
一
年
（
九
〇
二
）
三
月
＝
一
・
一
三
両
日
に
だ
さ
れ
た
次
の
四
通
の
官
符
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

①
応
停
止
臨
時
御
厨
井
諸
院
諸
宮
王
臣
家
厨
事

②
応
禁
制
諸
院
諸
宮
及
王
臣
家
占
固
山
川
藪
沢
事

③
応
禁
断
諸
院
諸
宮
王
臣
家
仮
民
私
宅
号
庄
家
貯
積
稲
穀
等
物
事

④
応
停
止
勅
旨
開
田
井
諸
院
諸
宮
及
五
位
以
上
貿
取
百
姓
田
地
舎
宅
占
請
閑
地
荒
田
事

こ
の
四
通
の
恨
言
つ
い
て
・
従
来
の
研
窪
お
い
て
竺
連
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
方
向
が
不
＋
分
で
あ
り
・
④
官
符
と
他

の
三
官
符
と
の
関
連
の
分
析
が
な
い
こ
と
、
④
官
符
に
つ
い
て
も
分
析
が
勅
旨
田
に
集
中
し
④
窟
符
四
体
と
し
て
の
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
が
詣
摘
で
き
る
。

　
研
究
史
の
も
つ
問
題
の
第
二
は
、
分
析
視
角
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
第
一
点
は
④
宮
符
に
あ
ら
わ
れ
る
「
勅
旨
開
田
」
を
証
明
し
な
い
ま

ま
で
勅
旨
田
と
同
義
と
み
な
し
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
整
理
令
の
分
析
が
勅
旨
田
の
経
営
形
態
の
変
化
と
い
う
側

面
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
古
代
的
土
地
所
有
の
変
化
の
な
か
に
整
理
令
を
位
置
づ
け
て
分
析
す
る
と
い
う
視
角
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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第
三
点
は
整
理
令
が
庄
園
整
理
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
期
庄
園
と
整
理
令
の
関
連
に
つ
い
て
分
析
が
十

分
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
は
次
の
角
度
か
ら
分
析
を
行
う
。
ま
ず
整
理
令
を
構
成
す
る
四
通
の
官
符
に
つ
い
て
④
官
符
を
中
心
に

そ
の
内
容
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。
次
に
そ
の
内
容
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
を
延
、
暦
・
弘
仁
年
間
に
完
成
す
る
律
令

制
の
大
規
模
分
割
定
規
綱
（
庄
園
規
制
）
と
の
紺
比
で
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
こ
の
整
理
令
の
発
布
が
初
期
庄
園
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

一
〇
世
紀
の
官
省
符
庄
を
素
材
に
み
て
い
く
。
以
上
の
諸
点
を
み
る
こ
と
で
、
整
理
令
を
律
令
三
下
の
大
土
地
所
有
の
変
遷
と
の
関
連
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
巨
視
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
一
歩
近
づ
き
う
る
も
の
と
考
え
る
。

①
　
同
氏
著
『
古
代
末
期
政
治
史
論
臨
画
所
収
。

②
　
　
「
院
政
政
権
の
歴
史
的
評
価
」
　
（
同
氏
著
『
古
代
塾
主
の
解
体
』
所
収
）
。

③
「
延
喜
・
天
暦
期
の
天
皇
と
貴
族
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
二
八
号
）
。

④
　
　
「
延
喜
の
荘
園
整
理
令
」
　
（
同
氏
著
『
古
代
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
所
収
）
。

⑥
　
「
延
喜
二
年
益
月
十
三
日
太
政
官
符
の
歴
史
的
意
義
」
（
『
葉
京
教
育
大
学
文
学

　
部
紀
要
』
七
六
）
。

⑥
「
延
穫
庄
園
整
理
令
に
つ
い
て
」
（
同
氏
著
『
律
令
制
度
崩
壊
過
程
の
研
究
』

　
所
収
）
。

第
”
章
　
延
喜
庄
園
整
理
令
の
内
容

⑦
「
延
喜
荘
園
整
理
令
の
性
格
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
七
三
号
）
。
た
だ
し
氏
は

　
後
に
著
書
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
に
お
い
て
免
除
蟹
田
制
と
整
理
令
を
結
び

　
つ
け
た
の
は
誤
り
、
と
し
て
い
る
。

⑧
「
領
主
と
作
人
」
（
同
氏
著
『
古
代
中
世
社
会
経
済
史
研
究
』
所
収
）
。

⑨
　
い
ず
れ
も
類
聚
三
代
格
所
収
。

⑩
な
お
本
稿
は
拙
稿
「
官
省
符
と
基
準
国
図
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
圏
史

　
論
集
臨
所
収
）
第
一
鷺
：
第
三
章
・
第
四
章
の
書
き
な
お
し
の
意
味
を
も
持
つ
。

　
本
章
で
は
整
理
令
そ
の
も
の
の
内
容
分
析
を
④
官
符
を
中
心
に
し
て
行
う
。
繁
雑
に
な
る
が
分
析
の
必
要
上
ま
ず
④
窟
符
の
全
文
を
か
か
げ

る
。

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
右
検
案
内
、
頃
年
勅
旨
開
田
遍
在
諸
国
、
難
占
空
閑
荒
廃
之
地
是
奪
耳
元
産
業
之
便
也
、
加
之
新
立
庄
家
、
多
施
苛
法
、
田
園
尤
繁
、
威
脅
難
耐
、
且
諸
国

　
　
獅
濫
百
姓
為
遁
課
役
、
動
赴
京
師
、
好
属
豪
家
、
或
以
田
地
詐
称
害
進
、
或
以
会
宅
巧
号
売
与
、
遂
請
墨
取
牒
転
封
立
膀
、
国
吏
難
知
矯
錺
之
計
、
而
揮
権
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費
之
勢
、
鉗
口
巻
雷
不
敢
禁
制
、
因
蕪
出
挙
之
日
痛
事
権
門
不
講
正
税
、
収
納
之
電
蓄
穀
私
宅
不
運
官
倉
、
賦
税
難
済
莫
不
藤
壷
、
加
白
熱
遺
之
所
費
田
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
遂
為
豪
家
之
庄
、
孫
構
手
所
三
民
燗
連
失
農
桑
乗
地
、
終
無
競
演
影
身
、
還
流
冗
於
他
面
、
案
去
天
平
神
護
元
年
細
螺
、
天
下
諸
人
競
為
墾
田
、
多
勢
下
家

　
　
駈
使
百
姓
、
貧
窮
之
民
無
仮
自
存
、
自
今
以
後
、
一
切
禁
断
、
宝
亀
三
年
格
俗
、
諸
人
墾
田
任
令
開
墾
、
但
仮
勢
苦
百
姓
者
、
宜
厳
禁
制
、
弘
仁
三
年
格
云
、

　
　
諸
国
司
不
率
朝
憲
専
求
私
利
、
百
嘉
事
欺
一
締
懲
革
、
座
主
他
人
名
多
買
墾
田
、
或
託
言
王
臣
競
占
膜
地
、
民
之
失
業
莫
不
由
此
、
寛
重
下
知
厳
加
禁
制
、

　
　
天
長
元
年
格
云
、
有
官
荒
田
百
姓
耕
作
、
一
身
之
間
聴
講
二
食
、
不
得
因
此
勢
家
耕
作
者
、
案
件
繕
事
温
品
閑
地
轟
轟
荒
田
、
単
為
百
姓
独
立
其
文
、
至
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
高
瀬
厳
制
重
畳
、
而
宿
院
諸
二
朱
紫
産
家
不
義
憲
法
、
競
二
目
請
、
国
郡
官
司
判
許
之
日
、
錐
似
専
催
墾
発
労
其
輸
租
、
墨
譜
尽
土
民
之
力
役
、
妨
国
内
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
農
業
、
左
大
臣
宣
、
奉
　
勅
、
正
朔
逓
変
、
騙
翰
推
遷
、
八
誕
之
地
有
限
、
百
王
之
運
無
窮
、
若
削
有
限
之
壌
、
常
奉
無
窮
丁
霊
、
則
後
代
百
姓
可
得
而
耕

　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
乎
、
宜
当
代
以
後
勅
旨
開
田
皆
悉
停
止
、
皇
民
負
作
、
其
寺
社
百
姓
田
地
各
任
公
験
、
還
与
謝
主
、
愚
夫
百
姓
下
田
地
舎
宅
売
寄
権
貴
老
、
衆
論
三
盛
不
弁

　
　
風
浪
、
徳
宿
六
十
、
若
猛
省
違
符
享
受
嘱
買
取
、
丼
請
占
閑
地
荒
田
之
家
、
国
事
具
録
耕
主
丼
暑
牒
之
入
、
使
者
恩
名
、
早
速
言
上
、
論
以
違
勅
不
等
寛
宥
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
判
許
之
吏
解
却
見
任
、
但
元
来
相
伝
為
庄
家
券
契
分
明
、
無
妨
国
務
老
不
在
此
限
、
歯
軸
官
符
到
後
百
日
内
弁
行
具
状
雷
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
の
官
符
は
大
き
く
は
一
と
H
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
官
符
の
発
布
者
が
山
野
・
空
閑
地
・
荒
廃
田

の
占
点
の
展
開
が
い
か
な
る
情
況
に
あ
り
、
ま
た
な
ぜ
そ
こ
ま
で
来
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
、
い
わ
ば
現
状
把
握
の
部
分
が

一
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
現
状
把
握
を
ふ
ま
え
て
官
符
の
発
布
者
と
し
て
そ
れ
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
の
か
を
示
し
て
い
る
、
い
わ
ば
対
応

策
の
部
分
が
π
の
部
分
で
あ
る
。

　
現
状
把
握
部
分
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
ま
ず
解
決
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
が
勅
旨
開
田
の
意
味
の
確
定
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
で
は

勅
旨
開
田
は
勅
旨
田
と
同
義
と
み
な
さ
れ
、
こ
れ
を
疑
っ
た
論
文
は
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
④
官
符
に
し
か
あ
ら
わ
れ

な
い
勅
旨
開
田
を
論
証
ぬ
き
に
天
皇
家
の
も
つ
庄
園
で
あ
る
勅
旨
田
と
同
義
と
み
な
し
て
よ
い
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
勅
旨
開

田
の
意
味
の
確
定
を
④
官
符
現
状
把
握
部
分
を
素
材
に
行
っ
て
み
た
い
。

　
現
状
把
握
a
部
分
は
、
王
臣
家
・
寺
社
の
庄
園
集
積
の
動
き
を
「
頃
年
勅
旨
開
田
…
…
産
業
之
便
也
」
と
い
う
動
き
と
「
加
之
新
立
庄
家
…
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…
霊
亀
境
」
と
い
う
動
き
の
二
つ
に
整
理
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
a
部
分
の
文
脈
上
か
ら
み
て
勅
旨
開
田
と
は
王
臣
家
・
寺
社
が
空
閑

・
荒
廃
の
地
を
占
点
す
る
こ
と
で
あ
り
、
新
立
庄
家
と
は
同
じ
く
王
臣
家
・
寺
社
に
よ
る
百
姓
の
田
地
・
舎
宅
の
集
積
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
こ
の
勅
旨
開
田
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
特
質
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
勅
旨
開
田
は
未
開
地
の
分
割
・
占
点

を
指
す
の
で
あ
り
、
百
姓
の
田
地
・
舎
宅
の
集
積
（
新
立
庄
家
）
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
た
土
地
集
積
の
形
態
で
あ
る
。
第
二
は
勅
旨
開
田
は
そ

の
展
開
が
百
姓
を
苦
し
め
る
と
い
う
指
摘
は
な
さ
れ
る
も
の
の
、
新
注
庄
家
が
非
合
法
的
な
側
面
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対

照
的
に
法
的
な
非
合
法
性
を
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
家
公
認
の
土
地
集
積
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
勅
旨
開
田
と
は

律
令
国
家
が
設
定
を
公
認
し
た
未
開
地
上
に
お
け
る
大
規
模
分
割
地
を
指
す
、
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
勅
旨
開
田
は
八

世
紀
中
期
の
東
大
寺
領
諸
庄
、
九
世
紀
の
勅
旨
田
・
親
王
賜
田
、
な
ど
国
家
公
認
の
玉
総
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
初
期
庄
園
を
指
す
の
で
あ
り
、

勅
旨
田
は
勅
旨
開
田
の
一
構
成
部
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
勅
旨
開
田
を
解
釈
す
れ
ば
、
b
部
分
で
引
用
さ
れ
て
い
る
四
通
の

官
符
が
い
つ
れ
も
勅
旨
田
の
み
を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
王
臣
家
・
寺
社
・
国
司
の
土
地
集
積
全
般
を
問
題
に
し
た
官
符
で
あ
る
こ

と
の
説
明
が
つ
く
。
ま
た
勅
旨
開
田
を
勅
旨
韻
と
読
む
こ
と
で
、
勅
旨
田
と
い
う
特
定
の
地
目
の
み
が
王
臣
家
・
寺
社
の
土
地
集
積
全
般
を
闇

題
に
し
て
い
る
筈
の
④
官
符
全
体
の
な
か
で
異
様
に
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不
自
然
さ
も
と
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
勅
旨
開
田
の
解
釈
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
状
把
握
部
分
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
a
部
分
で
は
国
家
公
認
の
大
規
模
分
割
地
の
系

列
（
勅
旨
開
明
の
系
列
）
の
庄
園
の
一
定
の
枠
を
こ
え
た
展
開
、
な
ら
び
に
百
姓
と
王
臣
家
・
寺
社
の
私
的
結
合
で
成
立
す
る
系
列
の
庄
園
の
非

合
法
的
な
拡
大
、
の
二
つ
の
動
き
が
農
民
の
生
産
活
動
に
否
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
の
べ
、
b
部
分
で
は
諸
官
符
を
引
用
し
て
こ
の

よ
う
な
庄
園
集
積
は
律
令
法
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
。
部
分
で
王
臣
家
・
寺
社
が
そ
の
よ
う
な
律
令
法
を

無
視
し
て
占
点
を
行
い
国
郡
司
は
こ
の
占
算
が
輸
租
田
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
名
目
で
行
わ
れ
る
た
め
判
許
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
地
方
行

政
に
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
対
応
策
部
分
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
翫
部
分
に
つ
い
て
、
限
度
の
あ
る
土
地
を
勅
旨
で
与
え
て
い
た
の
で
は
後
代
の
百
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姓
の
耕
作
す
べ
き
土
地
が
な
く
な
る
の
で
土
地
の
賜
与
を
中
止
す
る
。
b
部
分
に
つ
い
て
、
当
代
以
降
の
勅
旨
開
田
を
や
め
民
に
負
作
さ
せ
る
。

ま
た
寺
社
・
百
姓
が
持
っ
て
い
た
地
で
勅
旨
開
田
に
く
り
こ
ま
れ
た
も
の
は
公
験
に
従
っ
て
本
主
に
返
還
す
る
（
a
部
分
の
具
体
化
の
第
一
の
部

分
）
。
c
部
分
に
つ
い
て
、
百
姓
が
田
地
・
舎
宅
を
王
臣
家
・
寺
社
な
ど
に
売
却
・
寄
進
し
、
ま
た
王
臣
家
な
ど
が
買
取
り
・
受
寄
を
し
た
場

合
処
罰
す
る
。
但
し
元
来
相
伝
し
公
験
が
分
明
で
国
務
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
庄
は
百
姓
の
田
地
・
舎
宅
集
積
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

て
も
そ
の
存
続
は
認
め
る
（
a
部
分
の
具
体
化
の
第
二
の
部
分
）
。
d
部
分
に
つ
い
て
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
百
日
以
内
に
報
告
す
る
よ
う
に
。
a

～
d
全
体
と
し
て
、
現
状
把
握
部
分
で
王
臣
家
・
寺
社
の
庄
園
集
積
を
二
つ
に
整
理
し
て
把
握
し
て
い
る
の
を
う
け
て
、
こ
の
二
つ
そ
れ
ぞ
れ

に
対
す
る
対
応
策
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
や
や
詳
し
く
ほ
り
下
げ
て
み
る
。

　
ま
ず
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄
園
整
理
に
つ
い
て
（
b
部
分
）
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
史
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
勅
旨

開
田
を
勅
旨
田
と
同
義
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
一
つ
は
「
令
民
負
作
」
の
部
分
を
庄
園
経
営
の
面
か
ら
の
み
と
ら
え
て
い
る
こ
と

　
　
③

で
あ
る
、
後
者
に
つ
い
て
、
泉
谷
康
夫
氏
が
「
勅
旨
開
田
の
停
止
は
土
地
所
有
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
経
営
形

態
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
従
来
の
観
点
を
批
判
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
一
介
劇
作
」
と
い
う
の
は
勅
旨
田
の
田
主
権
を
百
姓
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
従
来
の
研
究
史
の
欠
点
を
つ
い
た
正
し
い
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
泉
谷
氏
の
指
摘
に
従
い
「
令
民
負
心
」
を
土
地
所
有
の
側
面
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
b
部
分
は
次
の
よ
う
に
と
ら
え
う
る
。
　
「
当
代
以
後
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

負
作
」
の
部
分
は
当
代
以
降
の
勅
旨
開
田
す
な
わ
ち
醍
醐
天
皇
以
降
に
開
か
れ
た
庄
田
は
所
有
関
係
か
ら
茸
っ
て
庄
田
と
は
認
め
ず
、
そ
の
田

主
権
を
一
般
農
民
に
付
与
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
ま
た
「
其
寺
社
…
…
本
主
」
の
部
分
は
買
得
な
ど
で
庄
園
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
他
者
の

田
地
も
庄
田
と
は
認
め
ず
本
主
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
以
上
ま
と
め
る
と
こ
の
b
部
分
で
は
、
①
今
後
に
お
け
る
庄
田
の
増
加

を
一
切
禁
止
す
る
、
従
っ
て
新
規
の
大
規
模
分
割
地
新
設
は
以
後
行
な
わ
な
い
、
②
当
代
以
前
か
ら
存
続
し
て
い
る
既
存
の
大
規
模
分
割
地
に

つ
い
て
は
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
当
代
以
前
か
ら
庄
田
と
し
て
存
続
し
て
き
て
い
る
公
験
の
明
確
な
も
の
の
み
を
庄
田
と
し
て
認
め
、
当
代
以

降
の
庄
域
内
の
新
規
開
発
田
お
よ
び
当
代
以
前
か
ら
存
続
し
て
い
て
も
買
得
田
で
あ
る
こ
と
が
闘
ら
か
な
も
の
は
い
ず
れ
も
庄
田
と
し
て
は
認
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め
な
い
、
以
上
の
方
向
で
の
庄
田
整
理
の
原
則
を
打
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
b
部
分
と
深
く
関
連
す
る
の
が
②
宮
符
で
あ
る
。
こ
の
嘗
符
は
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
に
出
さ
れ
た
延
暦
庄
園
整
理
令
を
引
用
し
つ
つ
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
未
開
地
の
王
臣
家
・
寺
裡
の
手
に
よ
る
占
点
の
禁
止
を
あ
ら
た
め
て
強
化
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
延
暦
三
年
宮
符
は

「
所
占
之
地
、
不
潔
先
後
皆
悉
還
公
」
を
命
じ
、
延
暦
一
〇
～
一
一
年
段
階
の
山
城
・
摂
津
で
実
行
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
王
臣
家
・
寺
社

の
地
を
調
査
し
、
由
来
の
明
確
な
も
の
と
在
地
の
共
同
体
が
王
臣
家
の
地
と
認
め
た
も
の
と
は
庄
と
し
て
存
続
を
認
め
他
は
本
主
へ
の
返
還
や

　
　
　
　
　
　
　
⑥

収
公
を
行
っ
て
い
る
。
②
官
符
は
こ
の
延
暦
庄
園
整
理
令
を
引
用
し
つ
つ
大
規
模
分
割
地
系
列
の
庄
園
の
整
理
の
基
準
を
示
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
②
官
符
は
④
官
符
対
応
策
b
部
分
で
の
志
向
を
歴
史
的
・
理
念
的
に
裏
付
け
る
べ
く
出
さ
れ
た
官
符
な

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
両
老
は
き
り
は
な
し
え
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
百
姓
の
田
地
・
舎
宅
の
集
積
に
よ
り
成
立
す
る
庄
園
の
整
理
に
つ
い
て
み
て
い
く
（
c
部
分
）
。
こ
れ
は
二
つ
の
方
向
で
行
わ
れ
る
。
一

つ
は
「
且
夫
百
姓
…
…
解
却
見
任
」
の
部
分
で
示
さ
れ
る
今
後
に
お
け
る
百
姓
と
王
臣
家
・
寺
社
の
私
的
結
合
の
禁
止
で
あ
り
、
勅
旨
開
田
の

系
列
の
庄
園
に
お
け
る
今
後
の
新
た
な
分
割
地
の
設
定
禁
止
に
対
応
す
る
事
項
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
「
但
元
来
…
…
不
在
此
限
」
の
部
分
で

示
さ
れ
る
既
存
庄
園
に
つ
い
て
公
験
が
正
当
で
国
務
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
田
地
の
み
庄
田
と
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
勅
旨
開
田
の

系
列
の
庄
園
に
お
け
る
既
存
庄
園
の
内
部
の
整
理
に
対
応
す
る
事
項
で
あ
る
。

　
こ
の
。
部
分
と
の
関
連
の
も
と
に
出
さ
れ
て
い
る
の
が
③
官
符
で
あ
る
。
③
官
符
は
百
姓
の
私
宅
を
王
臣
家
・
寺
社
が
庄
家
と
号
し
て
吸
収

す
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
れ
に
違
背
し
た
庄
家
の
没
収
を
命
ず
る
と
と
も
に
券
契
分
明
の
庄
家
の
存
続
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
官
符
は
天
平
年
間

・
天
平
勝
宝
年
間
の
官
符
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
。
部
分
を
歴
史
的
・
理
念
的
に
裏
付
け
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
両
老
は

き
り
は
な
し
え
な
い
関
係
に
あ
る
。

　
以
上
④
官
符
の
内
容
を
み
て
き
た
。
な
お
②
③
官
符
に
つ
い
て
は
④
官
符
の
対
応
策
部
分
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
は
先
に

み
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
①
官
符
は
社
会
的
分
業
の
揚
と
し
て
未
開
地
を
分
割
す
る
こ
と
を
規
制
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
～
④
官
符
と
基
本
点
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で
は
変
ら
な
い
。

い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
四
官
符
全
体
と
し
て
、
王
臣
家
・
寺
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
た
庄
園
集
積
を
抑
止
す
る
こ
と
を
志
向
し
て

①
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
類
聚
三
代
格
』
六
〇
七
頁
。

②
　
こ
の
よ
う
に
官
符
国
命
類
を
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
把
握
し
分
析
す
る
こ
と
の

　
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
が
、
稲
垣
泰
彦
氏
「
律
令
制
的
土
地
制
度
の
解
体
」

　
（
竹
内
理
三
氏
編
『
体
系
日
本
史
叢
書
・
土
地
制
度
史
1
』
所
収
）
　
・
中
野
栄
夫

　
氏
同
書
書
評
（
『
史
学
雑
誌
』
…
八
五
一
二
）
で
あ
る
。
両
氏
は
寛
弘
九
年
（
一
〇

　
一
二
）
和
泉
国
符
案
を
素
材
に
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
た
と
え
ば
村
井
氏
は
こ
の
部
分
を
勅
旨
園
の
経
営
方
式
に
お
け
る
国
衙
の
蔭
接

　
経
営
か
ら
請
負
（
間
接
）
経
営
へ
の
転
換
を
云
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

　
う
な
把
握
の
あ
り
方
は
氏
に
限
ら
ず
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

④
　
泉
谷
旋
前
掲
論
文
。
た
だ
泉
谷
氏
の
論
に
は
二
つ
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
は
氏

　
の
場
合
も
勅
旨
開
田
を
勅
旨
田
と
同
義
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

　
れ
に
つ
い
て
は
勅
旨
田
の
み
で
な
く
国
家
公
認
の
大
規
模
分
割
地
系
列
の
庄
園
全

　
般
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
搬
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
一
は
こ
の
部
分
に

　
「
当
代
以
後
」
と
い
う
限
定
が
つ
い
て
い
る
の
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
い
い
か
え
る
と
、
当
代
以
降
の
庄
域
内
開
発
田
の
田
主
権
に
限
定
し
て
問
題
が
出

　
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑤
　
こ
こ
で
国
家
公
認
の
大
規
模
分
割
地
系
列
の
庄
園
を
勅
旨
開
田
す
な
わ
ち
勅
旨

　
に
よ
る
開
田
と
い
う
耕
地
を
意
味
す
る
用
語
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

　
い
。
こ
れ
は
整
理
令
の
狙
い
が
庄
園
内
部
の
既
耕
地
の
整
理
に
主
力
が
お
か
れ
て

　
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
整
理
令
は
未
開
地
と
耕
地
を
含
む
庄
園
全
体

　
の
規
制
を
第
一
義
的
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
庄
園
内
部
の
既
耕
地
規
制
を
第

　
一
義
に
お
い
て
い
る
ゆ
え
に
、
勅
旨
開
田
の
規
制
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
も

　
の
と
考
え
る
。

⑥
延
暦
庄
園
整
理
令
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初
期
庄
園
の
形
成
と
展
開
」
第
二
章

　
（
『
日
本
史
研
究
』
　
一
六
五
号
）
　
を
参
昭
㎝
。
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第
二
章
　
延
喜
庄
園
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け

　
前
章
で
整
理
令
が
二
つ
の
形
を
と
っ
て
展
開
す
る
王
臣
家
・
寺
社
の
庄
園
集
積
の
規
制
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た

の
で
、
本
章
で
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
く
。
こ
の
整
理
令
は
そ
れ
を
構
成
す
る
①
～
④
官
符
所
引
の
諸
官

符
が
八
世
紀
中
期
～
九
世
紀
前
期
に
出
さ
れ
た
官
符
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
世
紀
前
半
に
完
成
す
る
律
令
国
家
の

大
規
模
分
割
地
（
庄
園
）
規
制
を
ふ
ま
え
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
特
質
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
八
世
紀
中
期
の
天

平
私
財
法
を
出
発
点
に
形
成
・
展
開
し
て
い
く
律
令
国
家
の
大
規
模
分
割
無
規
綱
（
庄
園
規
制
）
の
構
造
と
特
質
に
つ
い
て
み
た
上
で
、
そ
れ
と



の
対
比
で
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

延喜庄園整理令と初期庄園（：丸山）

　
第
一
節
　
大
規
模
分
割
地
規
制
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
節
で
は
大
規
模
分
割
地
規
制
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
吉
田
孝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
開
発

が
進
展
し
て
い
く
な
か
で
、
熟
田
外
に
広
が
る
新
規
開
発
田
お
よ
び
未
開
地
を
熟
田
と
統
一
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
国
家
は
も
つ
の

で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
あ
ら
わ
れ
が
天
平
年
間
の
墾
田
永
年
私
財
法
で
あ
る
。
こ
の
私
財
法
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
の
第
一
は
こ
の
法
が
一
定

面
積
内
で
の
未
開
地
の
公
的
分
割
の
承
認
と
こ
の
公
的
分
割
地
内
の
開
発
田
の
私
財
化
の
承
認
と
い
う
二
つ
の
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
庄
園
は
庄
内
開
発
田
の
私
財
化
が
認
め
ら
れ
る
点
で
私
的
所
有
地
化
の
方
向
を
も
ち
つ
つ
も
、
庄
園
そ
の
も

の
は
私
的
所
有
地
で
は
な
く
律
令
国
家
が
位
階
に
応
じ
て
王
臣
家
・
寺
社
等
に
賜
与
す
る
公
的
分
割
地
で
あ
り
、
そ
の
開
発
・
経
営
に
は
国
家

が
貴
任
を
も
つ
べ
き
賜
与
地
で
あ
る
。
そ
の
点
で
大
規
模
分
割
地
は
遷
喬
規
定
が
な
く
か
つ
内
部
の
開
発
田
の
私
財
化
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
特
質
を
も
つ
も
の
の
、
位
階
に
応
じ
て
熟
田
が
与
え
ら
れ
る
位
田
に
類
似
し
た
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
特
質
の
第
二
は
こ

の
法
が
在
地
の
共
同
体
成
員
の
行
う
小
規
模
な
未
開
地
の
占
点
・
開
発
に
つ
い
て
は
視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
公
認
し
た
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

園
内
部
の
未
開
地
に
つ
い
て
は
そ
の
利
用
に
関
し
て
何
ら
の
規
制
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
特
質
を
も
つ
私
財
法
に
基
づ
く
未
開
地
占
点
口
庄
園
設
定
は
、
在
地
農
民
毒
舌
の
共
同
体
慣
行
に
基
づ
く
未
開
地
で
の
生
産
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
お
び
や
か
す
存
在
と
な
？
て
い
く
。
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
墾
田
禁
止
令
が
出
さ
れ
農
民
の
小
規
模
分
割
地
を
除
い
て
未
開
地
の
大
規

模
分
割
と
そ
の
内
部
の
開
発
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
庄
園
の
展
開
が
農
民
諸
層
の
生
産
活
動
を
妨
害
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
律
令
国
家
の

さ
し
あ
た
り
の
対
応
策
で
あ
っ
た
。

　
墾
田
禁
止
令
で
一
旦
未
開
地
の
大
規
模
分
割
と
開
発
を
中
止
さ
せ
た
律
令
国
家
も
数
年
後
の
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
こ
の
禁
制
を
と
き
私
財

④法
が
復
活
す
る
。
こ
の
復
活
私
財
法
で
は
未
開
地
の
分
割
が
再
び
認
め
ら
れ
て
い
る
が
百
姓
を
苦
し
め
る
よ
う
な
分
割
と
開
発
の
禁
止
が
明
記

9 （183）



さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
農
民
の
共
同
体
慣
行
に
基
づ
く
諸
権
利
の
全
面
的
な
否
定
い
い
か
え
れ
ば
分
割
地
内
未
開
地
へ
の
無
限
定
な
絶
対
支
配

権
の
行
使
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
こ
の
復
活
私
財
法
が
天
平
私
財
法
（
私
財
法
原
型
）
に
は
欠
け
て
い
た
分

割
地
の
内
部
規
制
が
法
令
上
に
あ
ら
わ
れ
る
第
一
歩
を
な
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
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第
ユ
節
　
大
規
模
分
割
地
規
制
の
構
造
と
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
復
活
私
財
法
を
ふ
ま
え
て
そ
の
完
成
し
た
姿
を
あ
ら
わ
す
大
規
模
分
割
地
規
制
は
延
暦
庄
園
整
理
令
・
延
暦
一
七
年
（
七
九
八
）
＝
一
月
太
政

官
恥
弘
仁
格
私
財
法
の
三
通
の
法
令
に
よ
・
て
袋
さ
れ
る
が
・
本
節
で
は
こ
の
規
制
の
構
造
と
讐
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
き
た
い
・

　
こ
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
狙
い
は
農
民
の
用
益
地
へ
の
大
規
摸
分
割
の
侵
攻
の
阻
止
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
時
点
で

の
農
民
用
益
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
延
暦
一
七
年
一
二
月
官
符
を
素
材
に
簡
単
に
み
て
お
く
。
こ
の
官
符
で
農
民
用
益
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
①
民
要
地
、
②
五
町
以
下
の
私
功
を
加
え
た
林
、
③
墓
・
牧
・
塩
山
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
、
民
要
地
と
は
か
つ
て
筆
老
が
定
義
し
た
よ
う
に
農
民
の
基
本
的
生
産
活
動
の
揚
（
口
分
田
を
中
心
と
し
た
水
田
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
溝
池
な
ど
）
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
②
に
つ
い
て
、
　
下
町
以
下
の
笹
藪
を
加
え
た
林
と
は
、
神
護
元

年
の
墾
田
禁
止
令
に
当
土
百
姓
の
一
～
二
町
の
占
点
と
開
発
は
ひ
き
続
き
認
め
る
と
あ
る
小
規
模
占
点
手
、
延
暦
庄
園
整
理
令
の
実
施
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

摂
津
国
嶋
上
郡
の
場
合
に
吸
収
し
た
王
臣
家
・
寺
社
が
本
主
の
百
姓
に
返
還
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
あ
る
「
野
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
相
伝
加
功
成
林
」
・
「
墾
田
」
・
「
野
」
と
表
現
こ
そ
異
な
れ
、
多
角
的
に
用
益
さ
れ
て
い
る
農
民
諸
事
の
小
規
模
分
割
地
を
指
し
て
い
る
の
で

　
⑨
あ
る
。
最
後
に
③
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
共
同
体
成
員
が
上
毛
を
利
用
す
る
共
同
用
益
地
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
え
ば
、
貞
観
＝
二
年
（
八
七
一
）
閏
八
月
太
政
官
符
に
「
件
等
河
原
、
是
百
姓
葬
送
之
地
、
放
牧
之
処
也
、
而
今
寺
聞
、
愚
暗
之
輩
不
顧
風
下
、

競
好
占
営
、
専
失
人
便
」
と
あ
り
、
墓
地
で
あ
る
と
と
も
に
牧
地
で
あ
る
河
原
が
上
毛
利
用
を
中
心
に
し
た
農
民
の
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。



延喜庄園整理令と初期庄園（丸山）

　
こ
れ
ら
①
②
⑧
の
相
互
連
関
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
共
同
用
益
地
が
共
同
体
規
綱
の
も
と
に
あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
萱
う
ま
で
も
な
い
が
、

小
規
模
分
割
地
も
共
同
体
油
墨
の
も
と
に
お
か
れ
た
個
別
用
益
地
と
で
も
云
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
両
者
は
共
同
体
規
制
の
も
と
に
あ
る
相
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
き
り
は
な
し
え
な
い
存
在
で
あ
る
。
ま
た
共
同
用
益
地
と
民
要
地
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
山
野
・
河
川
敷
な
ど
の
放
牧
と
な
ら
ん
で
収
穫
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
水
田
（
民
要
地
）
が
共
同
放
牧
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
②
③
は
相
互
に
転
化
す
る
可
能
性
を
も
ち
、
か
つ

い
ず
れ
を
欠
い
て
も
農
民
の
生
産
活
動
に
支
障
を
き
た
す
有
機
的
な
関
連
を
持
っ
た
地
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
一
連
の
地
は
共
同
体
規

制
下
に
お
か
れ
た
一
定
の
広
が
り
を
も
つ
農
民
の
生
産
活
動
の
場
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　
以
上
の
農
民
用
益
地
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て
、
三
個
の
法
令
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
分
割
地
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
公
地
と
私
地
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
当
時
あ
ら
わ
れ
る
用
語
を
軸
に
し
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
公
地
に
つ
い
て
、
公
地
は
吉
村
武
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
民

要
地
（
皿
百
姓
農
桑
地
）
と
公
私
共
利
の
地
（
皿
上
毛
利
用
が
百
姓
に
解
放
さ
れ
る
未
開
地
）
の
二
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
後
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
細
分
化
す
る
と
、
＠
大
規
模
分
割
地
内
の
未
開
地
、
⑤
分
割
さ
れ
て
い
な
い
一
般
の
未
開
地
、
の
父
老
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
律
令
国
家
は
＠
⑤
と
も
に
公
地
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
⑧
を
明
確
に
公
地
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す

る
の
は
延
暦
年
間
以
降
で
あ
る
。
　
『
藩
王
本
紀
』
延
暦
一
〇
年
（
七
九
一
）
六
月
二
五
日
条
は
延
暦
庄
園
整
理
令
の
実
施
過
程
を
示
す
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
「
勘
定
公
私
之
地
、
指
令
有
界
、
恣
聴
百
姓
得
共
其
利
」
と
い
う
形
で
始
め
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
大
規
模
分
割
地
内
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
て
公
私
の
地
を
区
分
し
て
そ
の
堺
を
明
ら
か
に
し
公
地
で
は
百
姓
に
そ
の
利
を
共
に
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
次
に
私
地
に
つ
い
て
、

公
地
と
い
う
用
語
は
し
ば
し
ば
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
が
私
地
と
い
う
用
語
は
あ
ま
り
あ
ら
わ
れ
な
い
。
こ
の
私
地
は
公
地
と
の
対
比
で
結
論

的
に
云
う
と
次
の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
⑧
私
治
田
H
墾
田
、
⑤
五
町
以
下
の
私
功
を
加
え
て
い
る
限
り
で
の

　
⑮

林
地
。

　
以
上
み
て
き
た
公
地
と
私
地
と
の
定
義
を
ふ
ま
え
て
大
規
模
分
割
地
規
制
を
軸
に
し
た
律
令
国
家
の
土
地
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た

い
。
ま
ず
こ
の
政
策
の
あ
り
方
を
示
す
三
通
の
法
令
の
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
延
暦
庄
園
整
理
令
、
王
臣
家
・
寺
社
の
未
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開
地
分
割
の
無
制
限
な
展
開
を
規
制
す
べ
く
出
さ
れ
た
法
令
。
そ
こ
に
お
い
て
は
農
民
層
の
小
規
模
分
割
地
を
妨
げ
る
形
で
の
大
規
模
分
割
地

の
展
開
を
禁
止
す
る
こ
と
、
存
続
を
認
め
ら
れ
た
大
規
模
分
割
地
に
つ
い
て
も
そ
の
内
部
を
私
地
（
私
財
田
）
と
公
地
（
未
開
地
）
に
分
け
て
公
地

上
の
上
毛
利
用
の
百
姓
へ
の
解
放
を
義
務
づ
け
る
こ
と
、
の
二
側
面
か
ら
規
制
し
て
い
る
。
②
延
暦
一
七
年
一
二
月
官
符
、
未
開
地
に
お
け
る

分
割
地
を
王
臣
家
・
寺
社
の
大
規
模
分
割
地
と
農
民
諸
層
の
小
規
模
分
割
地
と
に
明
確
に
区
分
し
、
前
老
の
量
的
拡
大
の
抑
止
と
内
部
規
制
の

強
化
（
上
毛
利
用
の
解
放
原
則
）
を
計
る
と
と
も
に
後
者
の
保
護
を
打
出
し
て
い
る
法
令
で
あ
る
。
③
弘
仁
格
私
財
法
、
未
開
地
の
分
割
と
内
部

の
開
発
田
の
私
財
化
を
認
め
た
法
令
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
天
平
私
財
法
に
み
ら
れ
た
墾
田
占
点
面
積
の
位
階
に
よ
る
制
限
（
B
項
）
が
け
ず

ら
れ
、
代
り
に
百
姓
有
妨
の
地
の
占
点
禁
止
と
三
年
不
承
原
則
（
D
項
）
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
D
項
に
よ
り
私
地
化
を
認
め

ら
れ
る
の
は
私
功
を
加
え
続
け
て
い
る
地
に
限
る
と
い
う
こ
と
（
三
年
不
耕
原
則
）
及
び
大
規
模
分
割
地
の
設
定
の
あ
り
方
に
制
限
を
加
え
る
こ

と
（
百
姓
有
妨
の
地
の
占
点
禁
止
）
が
法
令
上
明
確
に
な
る
。

　
以
上
の
三
通
の
官
符
に
あ
ら
わ
れ
る
律
令
国
家
の
大
規
模
分
割
地
規
舗
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
点
は
民
要
地

・
個
鯛
用
益
地
・
共
同
用
益
地
を
き
り
は
な
し
え
な
い
一
連
の
土
地
と
し
て
と
ら
え
、
そ
こ
へ
大
規
模
分
割
の
手
が
の
び
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
民
要
地
に
中
心
が
お
か
れ
こ
れ
を
国
家
が
把
握
す
べ
き
公
地
と
し
て
と
ら
え
る
。
個
別
用
益
地
・
共
同
用
益
地

に
つ
い
て
は
公
地
の
枠
か
ら
は
ず
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
民
要
地
上
で
の
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
よ
り
自
由
な
用
益
を
農
民
に
認
め
て
い
る

　
　
　
　
⑯

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
規
模
分
割
地
は
、
こ
の
一
連
の
農
民
用
益
地
の
場
の
外
縁
部
に
広
が
る
未
開
地
上
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で

あ
り
、
そ
の
範
囲
が
一
連
の
農
民
の
用
益
の
場
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
天
平
私
財
法
段
階
で
は
農
民
の
個
捌
用
益
地
の

こ
と
が
法
の
視
角
か
ら
欠
落
し
て
お
り
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら
個
別
用
益
地
が
吸
収
さ
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は

以
上
の
よ
う
な
形
で
の
大
規
模
分
割
地
規
制
が
法
規
上
明
文
化
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
設
定
を
認
め
ら
れ
た
大
規
模
分
割
地

の
内
部
規
制
が
明
確
に
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
分
割
地
内
部
の
開
発
田
は
私
地
と
し
て
認
め
る
が
原
簿
地
は
公
地
と
み
な

し
上
毛
利
用
解
放
原
則
・
三
年
不
耕
原
則
を
適
用
す
る
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。

（186） 12



　
以
上
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
規
制
は
天
平
私
財
法
に
お
け
る
分
割
地
の
内
部
規
制
の
欠
落
の
な
か
で
進
行
す
る
分
割
地
の
王
臣
家
・
寺
社
の

排
他
的
・
独
占
的
な
支
配
の
進
行
へ
の
歯
止
め
を
か
け
た
宝
亀
の
復
活
私
財
法
を
展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
天
平
私
財
法
↓
宝
亀
の
復
活
私
財
法
↓
弘
仁
格
私
財
法
と
い
う
墾
田
永
年
私
財
法
の
内
容
の
変
遷
過
程
が
律
令
国
家
の
大
規
模
分
割
地
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
展
開
過
程
を
象
微
的
に
示
す
と
い
え
る
。

延喜庄園整理令と初期庄園（丸山）

　
第
三
節
　
延
喜
庄
園
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け

　
前
節
ま
で
で
、
天
平
私
財
法
を
出
発
点
に
延
暦
・
弘
仁
年
間
に
至
り
完
成
す
る
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
て
き

た
。
本
節
で
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
整
理
令
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
勅
旨
開
田
の
系
列
（
大
規
模
分
割
地
の
系
列
）
の
庄
園
と
農
民
の
私
地
を
集
積
し

て
成
立
す
る
庄
園
の
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み
た
上
で
、
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
ま
ず
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄
園
の
整
理
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
、
整
理
令
④
官
符
対
応
策
部
分
で
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄
園
の
整
理
の
た
め

に
打
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
今
後
の
大
規
模
分
割
の
中
止
で
あ
り
、
第
二
に
当
代
以
前
よ
り
存
続
し
て
い
る
庄
園
の
整
理
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
第
一
は
こ
の
系
列
の
庄
園
の
こ
れ
以
上
の
増
加
の
抑
止
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
第
二
の
既
存
庄
園
の
整
理
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
七
大
寺
領
因
幡
国
高
庭
樹
の
例
を
素
材
に
み
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
一
一
月
因
幡
国
司
解
案
に
よ
る
と
、
東
大
寺
は
太
政
官
に
他
人
宰
領
に
な
っ
て
い
る
高
庭
庄
全
域
の
東
大
寺
へ
の
返
還

を
要
求
し
、
そ
れ
を
う
け
た
太
政
宮
が
因
幡
国
司
に
現
地
の
情
況
報
告
を
命
じ
て
い
る
。
因
幡
国
司
は
こ
の
命
令
に
基
づ
き
庄
域
内
庄
田
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

坪
ご
と
の
詳
し
い
耕
地
情
況
を
書
き
上
げ
た
坪
付
勘
文
を
添
え
て
庄
の
現
状
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
延
喜
五
年
の
高
垣
庄
を
め
ぐ
る
動
き

は
整
理
令
発
布
直
後
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
明
ら
か
に
整
理
令
に
基
づ
い
た
既
存
庄
園
の
再
編
・
整
理
の
動
き
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
そ
の
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
既
存
の
勅
旨
開
田
系
列
の
庄
園
の
整
理
は
第
㎝
に
東
大
寺
が
聖
武
天
皇
に
よ
る
勅
墨
入
を
強
調

す
る
よ
う
に
当
該
庄
國
そ
の
も
の
が
律
令
国
家
公
認
の
大
規
模
分
割
地
で
あ
る
か
否
か
を
調
査
す
る
、
さ
ら
に
第
二
に
勅
筆
入
麺
で
あ
る
か
否
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か
の
確
認
の
み
で
な
く
、
公
認
さ
れ
た
庄
域
内
の
庄
田
各
駅
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
国
図
上
で
正
当
な
庄
田
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を

調
査
す
る
、
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
の
桜
島
は
、
既
存
の
勅
旨
開
田
系
列
の
庄
園
に
お
い
て
、
国
議
で
確
認
さ
れ
た
庄
田
以
外
の
庄
域
内
田
地
（
新
開
田
が
主
）
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
か
わ
れ
た
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
庭
庄
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
、
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
正
月
東
大
寺
領
播
磨
国
某
庄
別
当
解
を

素
材
に
考
え
て
い
く
。

　
　
右
、
御
庄
田
之
坪
内
、
未
開
地
随
水
便
、
頗
以
年
々
発
開
田
也
、
然
則
毎
年
寺
家
収
納
使
、
称
勘
益
田
、
其
地
子
論
者
、
被
収
勘
来
也
、
而
以
去
年
濁
収
納

　
　
使
不
付
國
図
愁
、
輪
廻
庄
田
之
坪
々
四
至
之
田
趾
見
乍
、
件
新
開
田
等
之
租
米
浦
島
事
甚
、
因
戴
、
於
国
不
被
取
由
錯
誤
、
然
程
不
可
強
取
由
之
国
判
給
事

　
　
明
白
也
、
再
収
納
使
猶
乖
判
旨
、
不
付
国
図
田
、
豊
強
負
取
已
了
、
是
慶
事
家
永
愁
也
、
書
誤
寺
家
政
所
裁
、
如
是
所
轄
国
議
庄
田
、
可
被
裁
付
定
由
、
寺

　
　
家
御
牒
於
国
被
奉
上
、
件
庄
田
、
露
国
図
付
注
定
、
井
所
被
庄
家
漆
負
官
稲
等
被
省
免
、
伍
注
愁
状
請
裁
、
以
解
、

　
　
　
延
喜
八
年
正
月
廿
五
日
　
庄
別
当
沙
弥
薬
能

　
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
三
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
①
庄
別
当
の
開
発
田
に
つ
い
て
の
主
張
、
庄
田
の
あ
る
坪
の
う
ち
乗
開
地
は
水
便
に
随

っ
て
毎
年
開
発
し
て
き
た
。
そ
し
て
寺
家
収
納
使
は
勘
益
田
と
い
う
こ
と
で
そ
の
地
の
米
を
収
駕
し
て
き
た
。
②
し
か
る
に
国
収
納
使
は
庄
域

内
の
田
地
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
の
に
件
の
新
開
田
を
公
図
に
付
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
租
米
を
と
る
。
そ
こ
で
庄
別
当
は
播
磨
国
司
に

租
米
微
収
を
し
な
い
よ
う
に
要
望
し
、
国
は
強
い
て
と
ら
な
い
と
い
う
国
判
を
だ
し
た
。
し
か
る
に
国
収
納
使
は
な
お
判
旨
に
そ
む
い
て
、
国

図
に
付
し
て
い
な
い
田
を
ど
う
し
て
も
負
取
る
（
賦
課
す
る
）
と
称
し
て
い
る
。
③
庄
別
当
の
東
大
寺
政
所
へ
の
要
望
、
こ
の
よ
う
に
国
縫
に
も

れ
て
い
る
庄
域
内
庄
田
を
図
付
す
る
よ
う
に
寺
家
の
牒
を
国
に
だ
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
国
図
に
付
注
し
た
上
で
庄
家
に
付
負
わ
さ
れ
て
く
る

宮
西
を
免
除
し
て
ほ
し
い
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
②
の
部
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
国
収
納
使
の
主
張
と
行
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
国
収
納
使
（
国
司
が
派
遣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
は
庄
域
内
の
未
開
地
を
新
た
に
開
発
し
た
田
地
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
開
発

田
の
食
費
（
庄
田
と
み
な
す
こ
と
を
拒
否
し
公
田
と
す
る
こ
と
）
と
租
賦
課
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
庄
別
当
は
①
⑧
で
庄
域
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内
新
規
開
発
田
を
そ
の
ま
ま
庄
田
と
し
て
認
め
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
国
収
納
使
の
主
張
は
、
勅
旨
開
田
の
系

列
の
庄
園
内
で
は
公
験
の
明
確
な
も
の
の
み
を
庄
田
と
し
て
認
め
、
新
開
田
・
買
得
田
は
庄
田
と
は
認
め
な
い
と
い
う
整
理
令
の
原
則
を
ふ
ま

え
た
庄
域
内
新
開
田
の
収
公
の
主
張
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
庄
域
内
新
開
田
の
収
公
の
原
則
は
、
高
庭
庄
で
み
た
庄
域
内

庄
田
の
確
認
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
高
庭
庄
と
播
磨
国
某
庄
と
を
素
材
に
整
理
令
に
基
づ
く
既
存
の
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄
園
に
お
け
る
整
理
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
み
て

き
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
①
公
験
の
明
確
な
庄
園
の
存
続
を
の
み
許
可
す
る
。
②
庄
域
内
で
庄
田
と
し
て
認
め
る
の
は
田
図
に
庄
田
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
③
登
録
さ
れ
て
い
る
以
外
の
田
地
は
庄
域
内
に
存
在
し
て
も
庄
田
と
は
認
め
ず
収
黒
し
て
公
田
と
す
る
、

以
上
の
形
で
整
理
令
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
農
民
の
私
施
の
集
積
に
よ
っ
て
成
立
す
る
庄
園
の
整
理
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
、
④
官
符
対
応
策
部
分
で
打
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
第

一
に
百
姓
と
王
臣
家
・
寺
縫
の
私
的
結
合
に
基
づ
く
私
地
の
集
積
禁
止
、
具
体
的
に
は
今
後
に
お
け
る
両
者
の
結
合
の
禁
止
と
、
第
二
に
既
存

の
集
積
地
に
つ
い
て
は
公
験
が
明
確
で
國
務
に
妨
げ
に
な
ら
な
い
も
の
の
み
の
存
続
許
可
、
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
は
こ
の
系
列
の
庄
園
の
こ

れ
以
上
の
増
加
の
抑
止
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
第
二
の
既
存
の
集
積
地
の
整
理
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
を
源
昇
家
領
近
江

国
土
田
庄
を
素
材
に
み
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
庄
は
漏
話
↓
源
後
↓
源
晃
と
伝
領
さ
れ
、
晃
の
代
に
至
っ
て
庄
田
地
の
「
券
契
色
目
」
を
勘
録
し
て
進
上
し
た
の
が
承
平
二
年
（
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
）
正
月
＝
日
韓
昇
家
領
近
江
国
土
田
庄
田
地
注
文
で
あ
る
。
こ
の
庄
は
五
八
町
会
の
田
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は

買
得
田
一
九
町
三
反
一
三
〇
歩
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
一
九
量
感
は
「
已
上
元
老
、
為
済
所
負
、
当
二
巴
司
佐
々
貴
場
雄
・
同
大
友
馬
飼
井

佐
々
貴
豊
庭
等
若
立
肝
所
沽
進
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
零
雄
・
馬
飼
・
表
庭
と
清
滝
直
道
の
計
尊
名
か
ら
源
昇
家
が
買
得

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
田
地
注
文
で
は
こ
れ
ら
買
得
田
を
一
筆
ご
と
に
書
き
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
記
載
の
特
徴
と
し
て
次
の
三
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
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第
一
点
は
「
十
三
条
七
里
廿
五
坪
二
段
西
同
県
雄
活
元
人
虫
沽
土
」
と
い
う
記
載
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
各
地
と
も
田
地
が
源
昇
家
に
入
る

ま
で
の
経
路
（
記
載
例
で
云
う
と
人
虫
↓
寄
雄
↓
源
昇
）
を
註
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
こ
の
一
九
町
余
の
買
得
田
が
「
前
立
券
文
柴

町
六
段
百
七
十
歩
」
と
「
後
立
券
文
十
町
三
段
三
百
五
十
歩
」
に
大
捌
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
前
・
後
の
具
体
的
内
容
で
あ

る
。
清
滝
直
道
か
ら
三
乗
家
に
活
進
さ
れ
た
田
地
は
全
て
「
後
立
券
文
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
田
地
に
つ
い
て
「
已
上
元
者
、
安
吉
勝

乙
浄
刀
自
、
以
去
昌
泰
三
年
十
月
廿
三
日
券
、
即
伝
買
得
清
滝
保
実
領
掌
地
温
、
其
後
其
男
同
直
道
等
、
副
本
公
験
、
限
馬
銭
拾
貫
五
栢
文
所

沽
進
也
」
と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
田
地
は
安
吉
書
置
浄
↓
清
滝
保
実
↓
清
滝
直
道
↓
源
昇
家
と
伝
領
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
保
実
へ
の
移
動
が
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
一
〇
月
で
あ
る
か
ら
、
源
昇
家
に
よ
る
立
券
（
後
立
券
）
は
そ
れ
以
後
昇
の
没
す
る
延
喜
一
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
九
一
八
）
迄
の
問
の
こ
と
に
な
る
。
史
料
的
に
は
こ
れ
以
上
巾
は
せ
ば
め
ら
れ
な
い
が
、
延
喜
庄
園
整
理
令
は
昌
泰
三
年
一
〇
月
か
ら
一
年
少

し
あ
と
の
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
三
月
に
だ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
、
保
実
か
ら
漉
道
を
へ
て
源
昇
が
こ
の
田
地
を
買
得
・
立
吝
し
た
の

は
整
理
令
発
布
以
後
に
ず
れ
こ
む
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
考
え
る
。
以
上
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
る
な
ら
ば
「
先
立
券
文
」
　
「
後
立
券

文
」
と
い
う
の
は
整
理
令
を
基
準
に
し
た
前
・
後
と
み
う
る
の
で
あ
る
。
第
三
点
は
第
二
点
と
深
く
関
連
す
る
が
、
書
き
上
げ
ら
れ
た
各
筆
ご

と
に
朱
筆
で
『
先
』
　
『
後
』
の
区
別
が
頭
注
の
形
で
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
朱
筆
が
誰
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
の
か
不
開
で
あ

る
が
、
恐
ら
く
提
出
先
で
あ
る
国
衙
で
田
券
と
照
し
合
せ
な
が
ら
記
入
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
国
衙
で
も
整
理

令
よ
り
立
券
が
以
前
か
以
後
か
に
つ
い
て
追
跡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
土
田
庄
を
素
材
に
整
理
令
に
基
づ
く
既
存
の
私
地
集
積
の
系
列
の
庄
園
に
お
け
る
整
理
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
み
て
き
た
。
要
約
す
る

と
第
一
点
は
買
得
庄
田
に
つ
い
て
は
ま
ず
そ
の
集
積
の
時
点
が
整
理
令
よ
り
前
か
後
か
を
明
確
に
し
、
整
理
令
以
後
の
集
積
は
収
縛
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
第
二
点
は
集
積
の
時
点
が
整
理
令
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
そ
の
集
積
径
路
を
開
門
に
さ
せ
、
こ
の
集
積
径
路
が
不

明
確
な
も
の
す
な
わ
ち
公
験
の
不
明
確
な
も
の
は
収
証
す
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
二
つ
の
系
列
の
庄
園
に
お
け
る
庄
園
整
理
の
あ
り
方
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
律
令

（190） 16



延喜庄園整理令と初期庄園（丸山）

制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
と
の
対
比
で
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
八
世
紀
末
以
後
、
こ
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
も
と
で
勅
旨
田
・
親
王
賜
田
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
初
期
庄
園
が
展
開
し
て
い
く
が
、
九
世
紀

も
中
期
以
後
に
な
る
と
そ
れ
ら
庄
園
は
こ
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
枠
を
の
り
こ
え
た
独
自
な
動
き
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
具
体

的
に
は
一
つ
は
個
別
用
益
地
が
民
要
地
・
個
別
用
益
地
（
小
規
模
分
割
地
）
・
共
同
用
益
地
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
無
視
し
破
壊
す
る
形
で
の
増
加

を
始
め
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
大
規
模
分
割
地
に
お
い
て
公
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
未
開
地
が
私
地
に
転
化
し
始
め
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
き
は
延
喜
庄
園
整
理
令
現
状
把
握
a
部
分
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄
園
と
王
臣
家
・
寺
社
と
百
姓

の
私
的
結
合
に
よ
り
成
立
す
る
系
列
の
庄
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
拡
大
の
動
き
に
連
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ

う
な
大
規
模
分
割
地
規
制
の
枠
を
こ
え
た
庄
園
拡
大
の
動
き
を
根
底
で
規
定
し
て
い
る
の
は
私
地
の
増
加
と
そ
の
変
質
の
進
行
と
い
う
事
態
で

あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
律
令
制
下
に
お
け
る
私
地
と
は
私
記
投
入
を
続
け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
排
他
的
占
有
を
認
め
ら
れ
て
い
る
土
地
を

指
し
、
農
霊
的
私
地
（
治
囲
と
私
田
を
投
入
し
て
い
る
林
地
と
か
ら
成
り
立
つ
）
お
よ
び
大
規
模
分
割
地
内
の
治
田
の
二
者
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、

九
世
紀
を
通
じ
て
私
地
の
量
的
な
増
大
が
進
行
す
る
な
か
で
そ
の
あ
り
方
に
変
質
が
お
こ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
ず
農
民
的
私
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
寛
平
八
年
目
八
九
六
）
四
月
二
日
太
政
官
符
「
応
改
定
判
給
心
血
田
井
閑
地
之
例
事
」
で
農
民
の
個

別
用
益
地
に
つ
い
て
内
部
の
五
分
一
以
上
を
開
発
し
て
い
れ
ば
残
り
の
未
開
地
に
三
年
春
耕
原
則
を
適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
打
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
五
分
一
以
上
の
開
発
と
い
う
綱
限
は
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
私
功
投
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ぬ
未
開
地
そ
の
も
の
の
私
地
化

を
承
認
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
在
地
に
お
け
る
未
開
地
そ
の
も
の
の
私
地
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
み
て
よ

い
。
次
に
大
規
模
分
割
地
内
未
開
地
に
つ
い
て
は
大
規
模
分
割
地
規
制
で
は
公
地
す
な
わ
ち
三
年
不
耕
原
則
・
上
毛
利
用
解
放
原
則
が
貫
徹
さ

れ
る
べ
き
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
九
世
紀
中
期
頃
か
ら
「
勅
旨
井
親
王
以
下
寺
家
」
が
占
点
し
た
墾
田
地
の
未
開
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
公
私
共
利
に
す
べ
き
こ
と
、
と
い
う
上
毛
利
用
解
放
原
則
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
、
ま
た
三
年
不
耕
原
則
に
つ
い
て
も
庄
域
内
未
開
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

働
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
ケ
ー
ス
が
一
〇
世
紀
初
頭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
情
況
の
な
か
で
王
臣
家
・
寺
社
と
百
姓
の
私
的
結
合
に
よ
っ
て
成
立
す
る
庄
園
（
欄
別
用
益
地
の
集
積
で
成
立
す
る
庄
園
）
で
は
こ
の
個

別
用
益
地
自
体
が
私
功
の
投
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ぬ
私
的
土
地
所
有
化
を
強
め
て
い
く
な
か
で
庄
園
も
私
的
大
土
地
所
有
へ
の
傾
斜
を
強
め

て
い
く
し
、
大
規
模
分
割
地
系
列
の
庄
園
で
は
庄
域
内
未
開
地
は
公
地
と
い
う
原
則
が
そ
の
力
を
失
う
こ
と
で
庄
園
そ
の
も
の
の
私
的
大
土
地

所
有
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
く
。
整
理
令
は
国
家
が
こ
の
よ
う
な
在
地
で
進
行
し
て
い
る
事
態
に
対
応
し
て
そ
れ
を
規
制
す
る
た
め
に
出
さ
れ

た
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
法
で
は
今
後
に
お
け
る
庄
園
の
拡
大
（
未
開
地
分
割
と
私
地
集
積
）
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
律
令
制
の

大
規
模
分
割
地
規
制
の
理
念
に
基
づ
い
て
既
存
庄
園
の
私
的
大
土
地
所
有
へ
の
転
化
抑
止
（
庄
域
内
新
開
田
の
収
公
と
整
理
令
以
前
の
公
験
明
確
な

庄
田
の
み
の
存
続
許
可
）
を
打
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
う
る
整
理
令
の
特
質
は
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
に
な
る
。

　
第
一
の
特
質
は
こ
の
法
が
そ
の
基
本
を
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
理
念
の
継
承
に
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
④
官
符
で
云
う
と
、

現
状
把
握
部
分
で
は
庄
園
の
拡
大
抑
止
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
が
律
令
制
の
大
規
摸
分
割
地
規
制
で
あ
り
、
律
令
制
の
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

内
で
の
整
理
と
い
う
方
向
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
対
応
策
部
分
で
は
勅
旨
開
田
規
制
の
条
項
に
あ
ら
わ
れ
る
「
令
民
負
作
」
が
注
意
さ
れ
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
大
規
模
分
割
地
規
制
で
は
庄
域
内
未
開
地
は
公
地
と
い
う
原
則
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
令
民
選
作
」
で
は
未
開
地
規
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

触
れ
ぬ
ま
ま
新
規
開
発
田
は
公
田
と
い
う
原
則
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
庄
園
そ
の
も
の
を
私
的
大
土
地
所
有
と
し
て
は
認
め
な
い
と
い

う
原
則
に
立
っ
て
い
る
点
で
大
規
模
分
割
地
規
制
の
理
念
を
ひ
き
つ
い
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
個
別
用
益
地
を
集
積
し
て
成
立
す
る
庄

園
に
お
い
て
も
公
験
明
確
な
る
田
地
の
み
を
庄
田
と
し
て
認
め
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
理
念
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の

方
向
で
の
庄
園
規
制
が
現
実
に
施
行
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
先
に
み
た
高
野
庄
・
土
田
庄
の
例
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　
整
理
令
の
第
二
の
特
質
は
、
基
本
原
則
を
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
継
承
に
お
き
な
が
ら
も
、
一
〇
世
紀
初
頭
と
い
う
時
点
で
の
国

家
の
新
た
な
土
地
政
策
の
一
環
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
大
規
摸
分
割
地
規
制
の
修
正
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
時
点
の
国
家
の
土
地
政
策
を
示
め
す
一
つ
の
史
料
と
し
て
延
喜
二
年
三
月
＝
二
臼
太
政
官
符
「
応
勤
行
班
田
事
」
が
あ
る
。
こ
の

官
符
で
は
、
署
内
の
荒
廃
す
な
わ
ち
班
田
図
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
民
要
地
の
荒
廃
の
進
行
と
帳
外
す
な
わ
ち
大
規
模
分
割
地
・
共
同
用
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益
地
な
ど
の
開
発
の
進
行
と
い
う
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
対
応
策
と
し
て
誉
田
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
班
給
と
い
う
方
向
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
対
応
策
の
眼
目
は
、
民
要
地
・
個
別
用
益
地
・
共
同
用
益
地
と
い
う
形
で
の
既
耕
田
と
未
開
地
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
て
把
握
す
る
と
い
う
、

九
世
紀
の
土
地
支
配
方
式
を
放
棄
し
て
、
既
耕
田
の
み
を
国
家
が
把
握
す
る
と
い
う
土
地
支
配
方
式
を
打
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
整
理

令
が
庄
域
内
の
未
開
地
は
公
地
と
い
う
大
規
模
分
割
地
規
制
の
原
則
に
か
え
て
新
規
開
発
田
は
公
田
と
い
う
原
則
を
導
入
し
て
い
る
の
も
、
こ

の
よ
う
な
既
耕
田
と
未
開
地
の
統
一
的
把
握
の
断
念
と
既
耕
田
の
み
の
把
握
と
い
う
一
〇
世
紀
初
頭
で
の
国
家
の
土
地
支
配
政
策
の
転
換
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
う
る
。

延醤庄園整理令と初期庄園（：丸山）

①
　
同
氏
「
公
地
公
民
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
中
巻
）
四
二
五
頁
、

　
四
五
八
頁
。

②
　
前
稿
「
初
期
庄
園
の
形
成
と
展
開
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
穴
五
号
）
第
二
章
に

　
お
い
て
、
築
者
は
天
平
私
財
法
を
『
即
日
本
紀
』
記
載
通
り
、
開
発
田
の
私
財
化

　
な
ど
を
認
め
た
A
項
・
C
項
お
よ
び
位
階
に
よ
る
占
点
面
積
制
限
を
定
め
た
B
項
、

　
の
三
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
論
点
手
続
き
・
占
点
の
有
効
期
限
を
定
め
た

　
D
項
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
（
な
お
吉
田
孝
氏
は
D
項
も
天

　
平
私
財
法
に
存
在
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
）
。
こ
の
D
項
不
存
在
の
立

　
場
に
立
つ
と
、
占
田
地
が
未
開
で
あ
る
間
の
規
鰯
に
つ
い
て
は
天
平
私
財
法
で
は

　
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
東
大
寺
領
越
前
諸
庄
は
七
五
〇
年
代
に

　
野
占
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
野
鼠
は
在
地
農
民
の
口
分
田
・
治
田
が
存
在

　
す
る
場
所
で
行
わ
れ
、
成
立
し
た
庄
園
で
は
単
調
地
内
に
従
来
か
ら
存
在
す
る
口

　
分
田
・
治
田
を
除
い
た
未
開
地
へ
の
東
大
寺
の
先
占
権
が
確
立
す
る
。
こ
れ
は
在

　
地
の
共
同
体
慣
行
を
無
視
し
た
、
土
地
へ
の
絶
対
的
支
配
権
を
付
与
し
た
未
開
地

　
の
賜
与
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
天
平
私
購
法
に
D
項
が
存
在
し
て

　
い
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

③
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
三
月
五
日
条
。

④
宝
亀
三
年
目
七
七
二
）
一
〇
月
一
四
日
太
政
官
符
「
聴
墾
田
事
」
（
『
類
聚
三
代

　
格
』
巻
一
五
）
。

⑤
　
　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
　
＝
一
月
＝
二
日
条
。

⑥
『
類
聚
三
代
格
』
蝶
番
ハ
。

⑦
　
拙
稿
「
九
世
紀
に
お
け
る
大
土
地
所
有
の
展
開
」
　
（
『
史
林
』
五
〇
1
四
）
。
な

　
お
吉
村
武
彦
氏
も
民
要
地
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
　
（
「
八
世
紀
律
令
国
家

　
の
土
地
政
策
の
基
本
的
性
格
」
・
『
史
学
雑
誌
』
八
一
－
一
〇
）
。
氏
は
百
姓
農
桑

　
地
と
公
私
共
利
の
論
理
を
貫
く
山
林
（
未
開
地
）
の
二
つ
か
ら
民
要
地
は
成
り
立

　
っ
て
い
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
民
要
地
を
氏
の
云
う
百
姓
畏
桑
地
に
限
定
し
て
と

　
ら
え
る
筆
者
と
く
い
ち
が
う
の
で
検
討
し
て
み
る
。
氏
も
築
者
も
分
析
の
素
材
に

　
し
て
い
る
の
は
こ
の
延
暦
一
七
年
官
符
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
「
…
…
自
今
以
後
、

　
更
立
厳
科
、
不
論
有
官
符
賜
及
旧
来
占
買
、
並
皆
収
還
、
公
私
共
之
、
④
墾
田
地

　
者
、
未
開
之
間
、
所
有
草
木
亦
令
共
生
、
＠
但
元
来
相
伝
加
功
成
林
非
民
要
地
者
、

　
量
主
貴
賎
五
町
以
下
等
差
許
之
、
墓
地
牧
地
不
在
制
限
、
…
…
其
京
城
側
近
高
顕

　
山
野
常
令
衛
府
守
、
及
行
幸
経
過
顕
望
山
岡
依
旧
不
肖
、
莫
令
研
損
…
…
」
と
あ

　
る
。
こ
こ
で
云
う
墾
田
地
は
分
割
地
を
指
す
の
で
あ
り
、
④
部
分
は
分
割
地
内
未

　
開
地
に
は
公
私
共
利
原
則
が
貫
ぬ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
＠
部
分
は
こ
の
分

　
割
地
内
未
開
地
の
公
私
共
済
と
い
う
原
則
か
ら
除
外
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
③

　
響
町
以
下
の
私
讐
を
加
え
た
林
、
⑤
墓
地
・
牧
地
、
◎
官
の
必
要
と
す
る
地
、
の
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三
者
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
④
に
「
非
民
要
地
」
と
い
う

　
限
定
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
限
定
を
つ
け
た
意
味
で
あ
る
が
、
　
「
民
要
地
」

内
部
に
私
功
を
加
え
た
林
（
闘
小
規
模
分
割
地
）
が
く
い
こ
ん
で
く
る
こ
と
を
禁

止
し
、
災
要
地
部
分
以
外
で
の
小
規
模
分
割
地
設
定
の
承
認
と
そ
の
内
部
で
の
上

　
毛
利
用
解
放
原
則
の
適
用
除
外
の
承
認
を
の
べ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
以
上
の

　
見
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
小
規
摸
分
割
地
が
公
私
共
利
原
則
の
適
用
さ
れ
る
未

　
開
地
に
向
っ
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
面
積
制
限
（
五
輪
以
下
）
を
守
る

　
限
り
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
小
規
模
分
割
地
が
百
姓
農
桑

　
地
内
部
に
の
び
て
い
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
、
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
と

　
こ
ろ
が
吉
村
氏
の
よ
う
に
民
要
地
を
百
姓
饗
桑
地
と
公
私
羅
利
の
論
理
を
貫
く
未

　
開
地
の
二
つ
か
ら
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
未
開
地
へ
の
進
繊
も
百
姓
幾
下
地
へ
の

　
進
出
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、

　
罠
要
地
は
百
姓
濃
桑
地
の
み
を
指
す
、
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

⑧
『
類
聚
国
史
魅
巻
一
八
二
、
延
暦
一
一
年
（
七
九
二
）
四
月
二
五
粂
。

⑨
　
こ
の
小
規
模
分
割
地
の
実
体
を
み
る
上
で
重
要
な
示
駿
を
与
え
る
の
が
畑
井
弘

　
茂
の
分
析
し
た
林
田
農
業
の
あ
り
方
で
あ
る
　
（
「
八
～
一
〇
世
紀
の
林
田
農
業
と

　
家
地
経
営
」
・
『
史
林
』
五
九
⊥
一
一
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
林
田
農
業
と
は
「
伐
採
し

　
た
あ
と
の
火
入
れ
を
し
な
い
で
切
株
を
高
々
に
取
り
の
ぞ
ぎ
な
が
ら
畑
地
と
し
一

　
〇
年
ぐ
ら
い
作
物
を
栽
培
し
、
ま
た
林
に
も
ど
す
」
農
法
で
あ
る
。
こ
の
林
田
農

　
業
の
場
で
は
、
林
地
（
ハ
ン
ノ
キ
そ
の
他
有
用
度
の
高
い
樹
木
が
育
て
ら
れ
る
）

　
↓
林
田
（
水
田
と
贔
の
両
様
が
あ
る
）
↓
常
荒
（
林
田
と
し
て
の
用
益
に
た
え
ら

　
れ
ず
か
つ
樹
木
が
育
つ
ま
で
の
間
）
が
互
い
に
有
機
的
な
闘
連
を
保
ち
な
が
ら
一

　
つ
の
罵
益
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
い
る
。
以
上
の
林
田
農
業
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え

　
る
と
小
規
模
分
割
地
は
、
安
定
的
な
水
田
・
貸
地
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
林
地
↓

　
林
田
↓
常
荒
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
い
る
揚
合
、
お
よ
び
林
地
に
な
っ
て

　
い
る
場
合
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
て
用
益
さ
れ
て
い
る
農
民
の
個
別
用

　
益
地
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
畑
井
氏
は
こ
の
個
別
用
益
地
（
常
地
と
も

　
よ
ば
れ
る
）
を
「
家
地
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
民
要
地
の
外

　
部
に
広
が
る
共
同
体
規
制
下
の
未
開
地
を
占
点
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で

　
あ
り
、
家
地
一
般
で
と
ら
え
る
の
は
正
確
で
は
な
い
と
考
え
る
。

⑩
　
　
『
黒
川
聚
三
代
柚
檜
』
巻
【
六
。

⑪
貞
観
｝
三
年
官
符
（
本
章
註
⑩
）
で
共
同
用
益
地
で
あ
る
河
原
が
「
愚
晴
之
輩
」

　
に
占
営
さ
れ
て
い
る
（
個
別
用
益
地
の
拡
大
）
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
爽
体

　
面
で
も
両
者
は
き
り
は
な
し
え
な
い
。

⑫
河
潮
煙
陥
平
氏
「
二
毛
作
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
同
氏
『
中
世
封
建
欄
成
立
史
論
』

　
所
収
）
、
荒
木
敏
夫
氏
「
入
・
九
世
紀
の
在
地
社
会
の
構
造
と
人
斑
」
　
（
『
歴
史
学

　
研
究
』
一
九
七
四
年
度
大
会
特
集
）
。

⑬
吉
村
武
彦
氏
前
掲
論
文
。

⑭
　
こ
の
史
料
に
つ
い
て
筆
者
は
前
掲
「
初
期
庄
園
の
形
成
と
展
開
」
第
二
章
で

　
「
使
は
私
有
の
野
地
を
収
受
し
、
そ
の
上
で
私
地
（
大
土
地
所
有
者
が
引
き
続
き

　
所
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
地
）
と
公
地
（
没
収
し
て
国
家
の
も
の
と
す
る
地
）
と

　
に
区
分
し
そ
の
堺
を
明
確
に
す
る
」
　
（
岡
上
号
三
五
頁
）
と
解
釈
し
て
い
る
が
誤

　
り
で
あ
り
、
本
文
の
よ
う
に
訂
正
し
た
い
。

⑮
＠
に
つ
い
て
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年
（
八
〇
四
）
四
月
二
七
日
条
に
よ

　
る
と
、
西
岸
が
流
失
し
「
公
準
」
が
損
じ
た
際
東
岸
に
新
た
に
で
き
た
地
を
点
じ

　
て
「
私
地
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
『
集
解
』
汚
水
侵
食
条
跡
説
で

　
新
し
く
で
き
た
土
地
に
つ
い
て
労
力
を
加
え
な
い
で
佃
食
し
う
る
も
の
は
口
分
田

　
に
な
る
し
、
労
力
を
投
入
し
て
開
発
し
た
揚
合
は
「
私
治
田
」
と
な
る
と
し
て
い

　
る
。
す
な
わ
ち
後
紀
で
云
う
「
私
地
」
は
跡
説
の
「
私
治
田
」
と
同
義
で
あ
り
、

　
私
地
は
墾
田
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
次
に
⑤
に
つ
い
て
、
功
を
加
え
た
林

　
地
を
私
地
と
直
接
に
明
記
し
た
史
料
は
な
い
が
延
暦
一
七
年
一
二
月
官
符
で
は
公

　
地
か
ら
除
外
さ
れ
る
地
目
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
五
町
以
下

　
と
い
う
制
限
つ
き
で
は
あ
れ
功
を
投
入
し
て
い
れ
ば
上
毛
利
用
の
排
他
的
独
占
が

　
認
め
ら
れ
る
地
で
あ
り
、
か
つ
「
彰
彰
」
の
一
部
と
し
て
売
買
が
認
め
ら
れ
て
い

（194） 20



延喜庄園整理令と初期庄園（丸山）

　
る
地
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
私
治
田
と
変
ら
ぬ
私
地
と
み
な
し
て
よ
い
。
な
お

　
い
ず
れ
の
形
態
を
と
る
に
せ
よ
私
地
を
公
地
か
ら
区
別
す
る
根
拠
は
私
功
の
投
入

　
が
な
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
視
角
は

　
や
や
異
な
る
が
河
内
祥
輔
氏
「
班
田
収
授
受
の
特
質
」
・
〔
『
歴
史
学
研
究
』
一
九

　
七
六
年
度
大
会
報
告
〕
が
触
れ
て
い
る
）
。

⑯
と
く
に
個
別
用
益
地
に
つ
い
て
注
意
し
た
い
。
こ
れ
は
民
要
地
の
補
助
地
と
し

　
て
私
功
を
投
入
す
る
限
り
に
お
い
て
五
町
以
内
は
私
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
こ

　
の
農
畏
的
私
地
は
三
年
歯
糞
原
則
が
働
い
て
い
る
点
で
土
地
そ
の
も
の
の
永
続
的

　
・
安
定
的
な
占
有
と
い
う
意
味
で
の
私
的
土
地
所
有
と
は
云
い
え
な
い
が
、
律
令

　
制
下
に
お
い
て
は
農
民
に
と
っ
て
安
定
し
た
私
的
活
動
の
場
で
あ
り
、
中
世
の
農

　
民
的
土
地
所
有
形
成
の
原
基
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。

⑰
吉
村
武
彦
氏
の
公
地
に
つ
い
て
の
所
論
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
公

　
地
に
つ
い
て
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
そ
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
分
析
し
た
の
は
氏
が

　
最
初
で
あ
る
　
（
同
氏
前
掲
論
文
）
。
そ
こ
に
お
い
て
疲
は
公
地
を
百
姓
農
桑
地
と

　
公
私
共
利
の
地
の
二
つ
よ
り
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
私
財
田
と
明
確
に
区
鋼
さ

　
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
と
し
、
こ
の
定
義
を
ふ
ま
え
て
公
地
政
策
と
い
う
概
念
を

　
だ
し
て
い
る
。
こ
の
公
地
政
策
と
は
「
律
令
国
家
の
土
地
政
策
の
う
ち
、
国
家
基

　
盤
に
他
な
ら
ぬ
百
姓
層
に
か
か
わ
る
土
地
に
焦
点
を
あ
て
た
政
策
の
概
括
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
貴
族
・
豪
族
層
か
ら
百
姓
層
と
そ
の
濃
桑
地
を
保
護
・
確
保
す
る
政
策
で

　
あ
る
」
　
Ω
馴
掲
論
文
五
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
所
論
に
つ
い
て
は
次
の
二

蜘
点
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
い
。
第
一
点
は
公
地
を
私
地
と
の
関
連
で
明
確
に

　
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
公
地
を
私
財
田
と
の
対
比
で
と
ら
え
て
い

　
る
が
、
公
地
（
百
姓
農
桑
地
と
公
私
共
利
の
未
開
地
）
は
私
地
（
私
財
国
と
私
功

　
を
加
え
た
林
地
）
と
の
対
比
で
把
握
さ
る
ぺ
ぎ
で
あ
る
。
第
二
点
は
公
地
政
策
の

　
内
容
が
律
令
制
下
に
お
い
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
と
ら
え
て
い
な
い
こ

　
「
と
で
あ
る
。
旋
の
云
う
公
地
政
策
は
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
も
理
念
的
に
は
存
在

　
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
臣
家
・
寺
社
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
る
大
規
模
分
割
地

　
の
内
部
規
制
に
つ
い
て
、
内
部
の
未
開
地
を
公
地
と
し
そ
れ
に
よ
っ
て
分
割
地
へ

　
の
王
臣
家
・
寺
社
の
排
他
的
・
独
占
的
支
配
を
抑
止
す
る
こ
と
が
法
令
上
明
確
に

　
な
る
の
は
延
暦
年
間
以
降
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
公
地
政
策
（
具
体
的
に
は
百
姓
農

　
無
地
を
民
要
地
と
し
て
と
ら
え
そ
れ
を
公
地
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
百

　
姓
農
桑
地
の
外
都
に
広
が
る
未
開
地
を
大
規
模
分
割
地
内
未
開
地
を
含
め
て
公
私

　
共
利
の
溢
す
な
わ
ち
公
地
と
し
て
掘
蔵
す
る
こ
と
、
の
二
点
が
中
心
的
な
内
容
）

　
が
そ
の
具
体
的
な
姿
を
あ
ら
わ
す
の
は
延
暦
年
間
以
後
な
の
で
あ
る
。

⑱
　
東
南
院
文
書
二
一
五
七
二
（
大
日
本
古
文
譜
東
大
寺
文
書
之
二
）
。

⑲
延
醤
五
年
九
月
十
霞
東
大
寺
領
距
離
國
高
塀
庄
坪
付
注
進
状
案
（
東
南
院
文
書

　
ニ
ー
五
三
七
）
。

⑳
平
安
遺
文
一
一
一
九
八
。

⑳
　
平
安
遺
文
一
－
二
三
九
。

⑫
　
大
日
本
史
料
第
一
編
一
四
、
延
貰
黒
八
年
玉
月
二
九
日
条
参
照
。

＠
　
た
だ
し
こ
れ
は
理
念
で
あ
っ
て
、
承
平
年
間
に
現
実
に
収
公
さ
れ
た
か
ど
う
か

　
は
不
明
で
あ
る
。

⑳
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
六
。

⑮
　
　
『
続
日
本
後
報
』
承
和
五
年
（
八
三
八
）
八
月
七
艮
条
。

㊧
　
延
喜
八
年
正
月
播
磨
国
藤
津
別
当
解
（
本
章
註
⑳
）
で
、
庄
別
当
は
庄
域
内
未

　
開
地
で
の
新
開
田
は
國
図
上
に
記
載
さ
れ
な
い
間
で
も
勘
益
田
と
称
し
庄
田
と
同

　
じ
に
扱
う
の
は
こ
の
庄
に
と
ど
ま
ら
な
い
通
例
で
あ
る
か
ら
、
勘
益
田
の
収
公
を

　
や
め
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
の
特
質
は
庄
域
内
未
開
地
に
つ
い
て

　
は
三
年
忌
耕
原
則
は
す
で
に
働
い
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
開
発
田
で
あ
れ
全
て

　
庄
田
と
い
う
原
則
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑳
　
b
都
留
に
お
い
て
宋
闘
地
の
開
発
・
請
作
は
百
姓
に
許
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

　
り
王
臣
家
・
寺
社
の
そ
れ
に
は
き
び
し
い
綱
約
が
存
在
す
る
こ
と
を
四
通
の
官
符

　
を
引
用
し
つ
つ
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
天
長
元
年
（
八
二
四
）
の
官
符
を
除

　
き
他
の
三
通
は
神
護
の
墾
田
禁
止
令
、
宝
亀
年
間
の
復
活
私
財
法
、
お
よ
び
延
暦
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庄
園
整
理
令
の
一
環
と
し
て
国
司
の
土
地
集
積
を
禁
じ
た
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）

　
の
宮
符
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
程
の
系
譜
を
ひ
く
官
符

　
で
あ
る
。

⑱
　
い
い
か
え
る
と
、
大
規
摸
分
割
地
規
制
で
は
大
規
模
分
割
地
を
耕
地
（
私
地
）

　
と
未
醐
地
（
公
地
）
の
一
一
つ
で
成
り
立
つ
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
に

　
対
し
て
先
掲
播
磨
国
財
庄
に
お
け
る
国
収
納
使
の
主
張
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て

　
い
る
整
理
令
の
原
則
は
、
大
規
模
分
割
地
を
公
験
の
明
確
な
田
地
（
庄
田
“
私
田
）

　
と
新
開
田
な
ど
（
公
田
）
の
二
つ
で
成
り
た
つ
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て

　
い
る
の
で
あ
る
。

⑳
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
五
。

⑳
　
一
〇
世
紀
の
国
家
が
発
布
し
た
法
令
で
、
庄
域
内
未
開
地
に
つ
い
て
三
年
不
耕

　
原
則
や
上
毛
利
用
解
放
原
則
な
ど
の
規
制
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
全
く
あ
ら
わ

　
れ
て
い
な
い
（
庄
域
内
未
開
地
規
制
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
き
た
九
世
紀
と
対
照

　
的
で
あ
る
）
の
も
、
　
一
〇
世
紀
の
初
頭
時
点
で
国
家
の
土
地
政
策
が
既
耕
田
掘
握

　
一
本
に
し
ぼ
ら
れ
、
未
開
地
把
握
が
き
り
す
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
み
て

　
よ
い
。
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第
三
章
　
延
喜
庄
園
整
理
令
と
初
期
庄
園

　
前
章
で
整
理
令
は
庄
園
の
私
的
大
土
地
所
有
へ
の
転
化
を
律
令
制
の
原
則
に
基
づ
い
て
抑
止
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
法
令
で
あ
る
こ
と

を
み
て
き
た
。
そ
れ
は
庄
域
内
概
耕
田
を
全
て
私
財
田
と
は
み
な
さ
ず
、
公
験
の
明
確
で
な
い
新
開
田
お
よ
び
買
得
田
は
公
田
と
み
な
す
こ
と

で
庄
園
そ
の
も
の
へ
の
国
家
支
配
を
貫
徹
す
る
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
て
い
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
公
田
（
そ
れ
に
関
連
す
る
私
田
も
含
め
て
）

の
愈
味
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
一
〇
世
紀
の
庄
園
に
対
す
る
整
理
令
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ
い

て
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
公
田
に
つ
い
て
、
こ
の
公
田
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
虎
尾
俊
哉
氏
の
次
の
ま
と
め
が
研
究
の
到
達
点

を
示
し
て
い
る
。
　
「
①
大
宝
令
本
来
の
公
田
は
無
主
田
、
私
田
は
有
山
田
で
あ
っ
た
。
②
と
こ
ろ
が
、
令
制
の
原
則
を
破
る
墾
田
永
年
私
財
法

が
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
に
発
布
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
永
年
私
財
田
が
私
田
、
そ
れ
以
外
の
田
が
公
田
と
い
う
観
念
が
出
現
し
、
こ
う
い
う
用

法
の
方
が
一
般
化
し
た
。
例
え
ば
墾
田
・
寺
田
な
ど
は
私
田
と
さ
れ
、
口
分
田
・
乗
田
な
ど
は
公
田
と
さ
れ
た
。
⑧
一
〇
世
紀
以
後
、
更
に
公

田
の
中
か
ら
乗
田
が
特
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
九
世
紀
末
近
く
に
出
挙
が
純
然
た
る
地
建
と
化
し
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
②

の
で
は
な
い
か
」
。
す
な
わ
ち
虎
尾
氏
は
時
期
を
異
に
し
て
段
階
的
に
あ
ら
わ
れ
る
公
田
の
三
つ
の
用
例
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
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前
章
で
み
た
公
地
i
私
地
と
い
う
用
語
の
意
味
と
あ
わ
せ
て
筆
者
な
り
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
㈹
公
田
概
念
の
変
遷
。
①
大
宝
令
本
来
の
公
田
は
無
主
田
の
意
味
で
あ
る
。
②
天
平
私
財
法
以
後
、
公
田
は
口
分
田
．
乗
田
を
指
す
よ
う
に

な
る
・
そ
れ
と
並
ん
で
公
地
と
い
う
馨
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
如
・
公
地
は
公
田
と
公
私
共
利
霊
前
地
の
エ
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
・
⑧

一
〇
世
紀
以
後
、
公
田
は
輪
租
田
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
の
結
果
公
田
の
な
か
か
ら
乗
田
が
区
別
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
公
地

と
い
う
用
語
が
消
滅
す
る
。
⑧
私
田
概
念
の
変
遷
。
①
大
宝
令
本
来
の
私
田
は
有
立
田
の
意
味
で
あ
る
。
②
天
平
私
財
法
以
後
、
私
田
は
主
と

し
て
永
年
私
財
田
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
永
年
私
財
田
は
私
功
の
継
続
的
な
投
入
を
前
提
と
し
た
永
続
的
占
有
地
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
な
ら
ん
で
私
地
と
い
う
概
念
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
私
地
は
私
財
田
と
功
を
投
入
し
て
い
る
林
地
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
⑧
一
〇
世
紀
以

後
、
私
田
は
上
毛
利
用
解
放
原
則
・
三
年
黒
馬
原
則
が
基
本
的
に
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
り
満
載
の
投
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ぬ
永
続
的
占
有
地

を
指
す
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
私
田
は
不
輸
租
田
を
指
す
と
い
う
主
張
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
私
地
と
い
う
用
語
が
消
滅
す
る
。

　
以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
る
と
、
先
に
み
た
公
地
一
私
地
と
い
う
枠
ぐ
み
は
②
段
階
の
情
況
を
示
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
体
制
で
は
国

家
公
認
の
大
規
模
分
割
地
は
民
要
地
・
個
別
用
益
地
・
共
同
用
益
地
と
い
う
サ
イ
’
ク
ル
の
外
部
に
設
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
つ

い
て
は
開
発
田
は
私
地
、
未
開
地
は
公
地
と
す
る
こ
と
で
分
割
地
そ
の
も
の
へ
の
排
他
的
支
配
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
九
世
紀
後
半
か
ら
こ
の
体
綱
の
変
質
が
進
行
し
、
③
段
階
に
移
行
し
て
い
く
。
こ
の
⑧
段
階
に
お
け
る
大
規
模
分
割
地
の
あ
り
方
の
特
質
を

よ
く
示
し
て
い
る
の
が
先
掲
延
喜
八
年
播
磨
国
某
庄
別
当
解
で
あ
る
。

　
庄
園
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
庄
は
九
世
紀
段
階
か
ら
存
続
し
て
い
る
勅
旨
開
田
系
列
の
庄
園
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
庄
で
庄
励
当

が
庄
域
内
新
開
田
の
自
動
的
な
置
付
要
請
（
庄
田
と
し
て
確
認
要
求
）
と
そ
の
庄
田
の
不
輸
租
化
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
国
収
納
使
は
庄
域
内
新

開
田
は
収
公
し
（
す
な
わ
ち
公
田
と
な
し
）
租
を
輸
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
⑧
段
階
の
大
規
模
分
割
地
内
濁
地
の
租
の

輸
・
不
を
め
ぐ
っ
て
公
田
．
私
田
の
区
分
を
ふ
ま
え
て
の
争
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
云
う
と
、
②
段
階
で
は
公
地
（
田
）
と
私
地
（
田
）

の
別
は
国
家
が
把
握
す
る
地
か
私
人
の
永
続
占
有
が
認
め
ら
れ
る
地
か
と
い
う
所
有
次
元
で
区
分
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
解
状
で
は
租
の
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輸
・
不
を
め
ぐ
る
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
れ
が
公
・
私
を
区
分
す
る
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
解
状
に
は
直
接
公
田
・
私
田
と
い

う
言
葉
は
で
て
こ
な
い
が
、
明
ら
か
に
国
収
納
使
は
庄
域
内
新
開
田
－
公
田
－
輸
租
田
を
主
張
し
、
庄
別
当
は
庄
域
内
新
開
口
重
私
田
”
不
輸

租
田
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
庄
域
内
田
地
を
め
ぐ
っ
て
③
段
階
に
お
い
て
は
、
公
田
・
私
田
の
区
分
基
準
と
し
て
国

家
が
把
握
す
べ
き
地
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
所
有
次
元
で
の
区
分
基
準
に
租
の
輸
・
不
と
い
う
次
元
で
の
区
分
基
準
が
接
合
し
、
公
田
艮
国

家
把
握
の
田
賎
輸
租
田
、
私
田
－
私
人
の
永
続
的
占
有
地
－
不
輸
租
田
と
い
う
新
刊
な
区
分
基
準
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
問
題
は
こ

の
③
段
階
の
公
田
－
私
田
の
区
分
基
準
と
整
理
令
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
播
磨
某
庄
で
の
国
収
納
使
の
主
張
、
庄

域
内
新
開
田
は
公
田
で
あ
り
程
を
輸
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
が
整
理
令
の
原
則
そ
の
も
の
を
の
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
③
段

階
の
区
分
基
準
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
整
理
令
は
庄
園
そ
の
も
の
の
私
的
大
土
地
所
有
へ
の
傾
斜
、
お
よ
び
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

世
紀
後
半
か
ら
急
速
に
進
展
し
て
い
く
墾
田
の
不
輸
租
田
化
と
い
う
動
向
、
を
ふ
ま
え
庄
域
内
に
お
い
て
庄
田
－
私
田
－
不
輸
租
田
と
認
め
る

の
は
公
験
の
明
確
な
田
地
に
限
定
し
、
新
開
田
は
庄
域
内
に
存
在
し
て
も
そ
れ
を
公
田
と
み
な
し
輸
租
に
さ
せ
る
と
い
う
方
向
で
の
庄
園
整
理

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
土
地
私
有
化
や
墾
田
（
1
1
庄
田
）
の
不
輸
租
化
の
動
向
を
抑
止
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
こ
の
整
理
令
が
打
出
し
た
原
則
が
一
〇
世
紀
の
庄
園
内
部
で
い
か
な
る
形
で
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
大
山

庄
を
中
心
的
な
素
材
に
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
庄
で
は
延
竃
三
五
年
（
九
一
五
）
に
庄
域
内
新
開
田
の
図
付
要
求
（
新
開
田
を
庄
田
と
し
て
確
認
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
と
の
要
求
）
が
出
さ
れ
、
ま
た
同
二
ケ
年
（
九
二
〇
）
に
は
庄
司
・
庄
子
の
国
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
開
田
の
図
付
要
求
と
庄
司
・
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

子
の
施
入
（
両
者
と
も
こ
の
大
山
庄
の
例
が
初
出
）
の
も
つ
意
味
を
、
天
禄
三
年
（
九
七
ご
）
五
月
天
台
座
主
錦
帯
遺
告
に
あ
ら
わ
れ
る
岡
屋
・
靹
結

両
庄
の
例
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
こ
の
二
庄
は
九
条
師
輔
お
よ
び
角
好
子
の
所
領
で
あ
っ
た
も
の
を
良
源
が
譲
り
う
け
そ
の
整
備
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
庄
園
で
あ
る
。

　
岡
屋
庄
一
処
細
醜
糖
琳
＋
醸
丁

　
　
右
庄
、
本
組
九
条
殿
御
領
、
麗
逝
給
長
後
、
依
御
遣
言
被
寄
法
華
堂
也
、
園
地
本
数
百
廿
絵
町
、
進
納
地
子
年
料
二
三
十
餅
、
為
院
領
以
来
、
殊
加
検
察
、
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（
出
力
）

　
勘
立
田
地
百
六
十
雄
町
、
申
下
官
符
、
免
租
税
・
官
物
、
募
免
庄
司
・
庄
子
五
十
人
雑
役
了
、
年
譜
地
子
毎
年
倍
増
、
去
年
納
百
六
十
余
石
鹸
、
是
老
僧

　
之
方
計
也
…
…

靹
結
庄
一
処
所
領
田
地
六
＋
除
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令

　
此
庄
元
年
好
子
先
祖
領
也
、
故
判
事
大
縦
結
連
続
入
墨
入
相
副
本
公
験
永
賢
弟
了
、
申
事
導
音
故
意
城
殿
、
≧
御
町
遣
国
立
豊
津
、
上
皇
御
宇
四
日
、
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
へ
　
し
へ

　
聞
事
由
、
賜
官
省
符
於
国
、
≧
奉
行
下
符
在
郡
、
免
除
田
地
租
税
・
庄
司
・
庄
子
六
十
人
雑
役
了
…
…
…
…

　
こ
の
両
岸
の
動
き
を
整
理
す
る
と
、
第
一
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
庄
域
内
戸
数
の
確
認
と
そ
れ
の
庄
田
化
で
あ
る
。
岡
屋
庄
の
場
合
で
云

う
と
歯
黒
内
検
田
を
行
い
本
田
数
一
二
〇
町
と
云
わ
れ
て
い
た
も
の
を
一
六
〇
町
の
田
地
を
勘
出
し
て
い
る
。
こ
の
鮮
碧
と
は
、
大
山
庄
で
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

省
符
庄
で
あ
る
ゆ
え
に
庄
家
の
開
発
し
た
田
を
収
公
せ
ず
庄
田
と
し
て
認
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
来
の
庄
田
一
二
〇

町
以
外
の
公
田
と
さ
れ
て
い
た
四
〇
町
の
庄
域
内
新
規
開
発
田
を
庄
田
に
く
り
こ
み
、
庄
田
を
全
体
と
し
て
一
六
〇
町
に
す
る
こ
と
を
国
衙
に

認
め
さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
剛
結
庄
の
場
合
、
師
輔
に
依
頼
し
て
国
衙
に
牒
を
送
り
立
蒼
し
て
い
る
が
、
こ
れ

も
中
央
の
権
門
の
圧
力
で
庄
域
内
の
本
来
の
庄
田
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
公
田
と
さ
れ
て
い
る
新
規
開
発
田
を
も
含
め
て
全
て
の
庄
域
内
田

地
が
庄
田
で
あ
る
こ
と
を
国
衙
に
認
め
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
両
庄
と
も
こ
の
よ
う
に
新
た
に
庄
田
化
し
た
田
を
含
め
て

全
庄
田
の
租
税
・
官
物
免
除
の
要
求
が
出
さ
れ
、
国
衙
が
認
め
て
い
る
。
大
山
庄
に
つ
い
て
も
、
こ
の
両
翼
の
例
を
ふ
ま
え
る
と
庄
域
内
新
開

田
の
庄
田
化
の
要
求
を
ふ
ま
え
て
租
税
官
物
免
除
の
要
求
が
出
さ
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

　
以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
延
喜
一
五
～
二
〇
年
以
後
の
大
山
庄
で
は
庄
域
内
新
開
田
の
庄
田
と
し
て
の
認
可
と
そ
の
庄
田
の
不
輸
租
化
承
認

と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
〇
世
紀
中
期
の
岡
屋
・
靹
結
両
説
で
は
そ
れ
が
完
全
に
定
着
し
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
。
こ
の

諸
庄
で
の
事
態
を
延
喜
二
年
の
整
理
令
で
打
出
さ
れ
て
い
る
庄
園
整
理
の
基
準
の
あ
り
方
と
比
較
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
特
質
が
指
摘
で
き

る
。
①
い
つ
れ
も
庄
域
内
新
開
田
の
庄
田
化
を
認
め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
国
衙
に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
庄
域

内
に
お
い
て
庄
田
と
認
め
ら
れ
る
の
は
国
衙
が
正
当
な
庄
田
と
認
め
る
も
の
に
限
る
と
い
う
整
理
令
の
大
原
則
は
働
い
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
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な
ら
ぬ
。
②
た
だ
し
整
理
令
の
原
則
で
は
庄
田
と
認
め
ら
れ
る
の
は
整
理
令
発
布
以
前
か
ら
存
続
し
か
つ
公
験
の
明
確
な
庄
田
に
限
る
筈
で
あ

る
の
に
、
こ
れ
ら
諸
事
で
は
整
理
令
の
基
準
か
ら
み
て
公
田
と
な
る
べ
き
庄
域
内
新
開
田
を
起
工
に
よ
り
庄
田
と
し
て
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

整
理
令
の
原
則
の
一
部
が
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
岡
屋
・
靹
影
干
庄
の
動
き
を
整
理
す
る
と
、
第
二
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
庄
司
・
庄
子
の
臨
時
雑
役
の
免
除
で
あ
る
。
ま
ず
こ
こ
で
み
て

お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
臨
時
雑
役
の
賦
課
対
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
木
村
茂
光
氏
が
①
臨
時
雑
役
の
賦
課
対
象
は
公
田

で
あ
る
、
②
認
可
さ
れ
た
庄
田
は
臨
時
雑
役
の
賦
課
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
、
⑧
庄
園
に
お
け
る
庄
司
・
寄
人
の
臨
時
雑
役
免
除
要
求
と
は
彼

ら
の
庄
域
外
に
お
け
る
請
作
公
田
緩
課
さ
れ
る
臨
時
雑
役
免
除
の
特
権
を
案
ず
る
も
の
で
あ
る
・
と
い
う
説
を
出
し
て
い
如
・
①
②
は
正

し
い
と
考
え
る
が
③
は
疑
問
が
あ
る
。
以
下
検
討
を
加
え
る
。
木
村
氏
は
次
の
三
史
料
を
③
の
論
拠
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
㈲
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
一
〇
月
官
宜
玉
案
、
こ
の
史
料
は
醍
醐
寺
領
伊
勢
国
曽
禰
庄
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
は
、
国
司
は

庄
園
内
に
い
く
ば
く
の
公
田
も
な
い
の
に
本
田
一
四
〇
町
の
う
ち
六
〇
町
を
公
田
で
あ
る
と
し
て
そ
こ
に
加
徴
米
三
〇
石
な
ど
を
賦
課
し
て
い

る
・
と
し
て
い
る
・
㈲
長
和
三
年
（
δ
西
三
月
筑
州
農
禽
獣
こ
の
史
料
で
観
世
音
寺
は
碓
井
封
田
の
霜
博
円
田
」
化
を
求
め
て
「
近

代
牧
宰
常
に
寺
愁
を
い
た
し
、
或
は
四
至
を
破
り
入
勘
し
、
或
は
本
田
を
勘
益
し
て
公
田
に
加
え
、
雑
役
を
事
に
触
れ
て
差
煩
す
」
と
の
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
る
よ
う
に
、
国
司
は
庄
田
の
一
部
を
公
田
と
み
な
し
て
い
る
。
㈲
長
倉
工
年
（
一
〇
＝
一
一
）
一
一
月
弘
福
寺
牒
案
、
こ
の
史
料
で
弘
福
寺
は
寺

領
田
が
従
来
免
除
さ
れ
て
き
た
の
に
「
今
年
国
磐
田
使
、
田
頭
に
臨
む
の
日
、
悉
以
収
公
、
段
米
井
田
率
米
色
々
雑
物
の
勘
責
を
付
負
す
」
の

で
、
こ
の
収
公
の
妨
げ
を
や
め
て
ほ
し
い
と
の
べ
て
い
る
。

　
こ
の
三
史
料
に
お
い
て
、
諸
国
衙
は
庄
域
内
の
田
地
の
一
部
を
公
田
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
そ
こ
へ
臨
時
雑
役
を
賦
課
す
る
こ
と
を
志
向
し
て

い
る
、
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
で
木
村
氏
の
寄
人
等
の
庄
域
外
請
作
公
田
へ
の
臨
時
雑
役
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
論
は
成
り
立
た
な

い
。
そ
う
で
な
く
て
、
こ
こ
で
諸
国
衙
の
主
張
を
支
え
て
い
る
の
は
曽
禰
庄
で
庄
域
内
田
地
六
〇
町
を
公
田
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
庄
域
内
の
庄
田
と
認
め
ら
れ
た
以
外
の
新
規
開
発
田
等
は
全
て
公
田
で
あ
る
か
ら
租
税
（
こ
の
場
合
は
臨
時
雑
役
）
を
賦
課
す
る
と
い
う
整
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理
令
の
原
剣
そ
の
も
の
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
甘
露
に
み
ら
れ
る
国
衙
の
主
張
と
対
比
し
た
場
合
、
岡
屋
・
靹
結
倭
心
で
み
ら
れ
る
臨
時

雑
役
免
除
の
主
張
と
は
、
庄
域
内
新
開
田
は
整
理
令
の
基
準
か
ら
み
る
と
公
田
と
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
国
衙
が
庄
田
へ
の
転
化
を
認
め
た
の

だ
か
ら
こ
の
新
開
田
へ
の
租
税
・
臨
時
雑
役
は
当
然
免
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
延
喜
年
間
の
大
山
庄
で
あ
ら
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

庄
司
・
庄
子
の
施
入
す
な
わ
ち
彼
ら
へ
の
臨
時
雑
役
免
除
確
保
の
主
張
も
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
岡
屋
・
靹
結
両
替
を
参
考
に
し
な
が
ら
延
喜
年
間
の
大
山
庄
の
動
向
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
に
お
け
る
特
質
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
①
国
衙
が
承
認
し
た
田
地
の
み
を
庄
田
と
認
め
そ
れ
以
外
の
田
地
は
庄
域
内
で
あ
っ
て
も
公
田
で
あ
り
か
つ
輸
租
田
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
整
理
令
の
原
則
が
貫
徹
し
て
い
る
。
②
庄
田
の
認
可
基
準
に
つ
い
て
、
整
理
令
で
は
整
理
令
以
前
よ
り
存
続
し
か
つ
公
験
の
明
確
な
田
地
に

限
定
す
る
と
い
う
基
準
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
大
山
庄
な
ど
こ
こ
で
み
た
諸
々
で
は
整
理
令
発
布
と
い
う
固
定
し
た
時
点
で
区
切
る
の
で
は

な
く
、
整
理
令
以
後
の
時
点
で
も
国
衙
が
認
め
さ
え
ず
れ
ば
庄
田
と
な
る
と
い
う
基
準
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
庄
田
認
可
の
基
準
が
国
衙

側
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
③
庄
田
認
可
基
準
の
不
統
一
の
理
由
の
一
つ
は
王
臣
家
・
寺
社
側
の
整
理
令
へ
の
激
し
い
抵
抗
で
あ
る
。
庄
域
内

新
開
田
に
つ
い
て
「
件
地
響
治
開
、
永
為
寺
家
田
」
こ
と
す
な
わ
ち
庄
域
内
新
開
田
の
庄
田
（
不
輸
租
田
）
へ
の
自
動
的
転
化
、
は
一
〇
世
紀
の

庄
園
で
王
臣
家
・
寺
社
に
よ
り
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
庄
域
内
新
開
田
は
公
田
と
い
う
整
理
令
の
原
則
と
鮒
立
す
る
の
で

あ
り
、
先
に
み
た
延
喜
八
年
播
磨
国
某
庄
で
庄
別
当
と
国
収
納
使
と
が
庄
域
内
新
開
田
を
自
動
的
に
私
田
と
み
な
す
か
公
田
と
み
な
す
か
で
対

立
し
て
い
る
の
は
そ
の
最
も
早
い
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
対
立
は
後
に
曽
禰
庄
・
碓
井
御
封
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
庄
域
内
の
本
田
（
庄
田
）
以

外
の
田
地
を
公
田
と
み
な
す
か
庄
田
（
私
田
）
と
み
な
す
か
と
い
う
国
衙
と
庄
園
と
の
対
立
と
い
う
形
で
よ
り
顕
在
化
し
て
い
る
。
薗
衙
の
庄
田

認
定
基
準
が
整
理
令
で
出
さ
れ
た
基
準
一
本
に
し
ぼ
り
き
れ
て
い
な
い
の
も
以
上
の
よ
う
な
王
臣
家
・
寺
社
の
抵
抗
の
な
か
で
貫
徹
し
き
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
特
質
と
内
部
矛
盾
を
も
つ
庄
園
は
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
中
期
に
か
け
て
広
汎
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
庄
園
は
庄
田
の
確
定
と

27　（201）



不
輸
租
化
の
根
拠
と
し
て
宮
省
符
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
一
般
的
に
官
省
符
庄
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
宮
雀
符
庄
に
つ
い
て
は
①
平
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

初
期
に
成
立
し
た
権
利
の
強
固
な
庄
園
で
あ
り
、
②
不
輸
租
と
い
う
特
権
を
も
つ
庄
園
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
注
意
す
べ
き
は
不
輸
租
特
権
を
も
つ
宮
省
誤
嚥
が
平
安
初
期
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
厳
密
に
証
明
さ
れ
て
い
る
事
実
で
は
な
い
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
。
官
省
符
庄
の
確
実
な
初
例
と
さ
れ
て
い
る
の
は
大
山
庄
の
承
和
＝
一
年
（
八
四
五
）
九
月
民
部
省
符
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
一
世
紀
に

作
ら
れ
た
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
が
開
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
酒
癖
世
紀
の
庄
園
関
係
文
書
で
、
庄
田
と
し
て
の
確
認
と
不
輸
租
を
結
び
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

け
そ
れ
を
官
省
符
庄
と
よ
ん
で
い
る
事
例
は
で
て
こ
な
い
。
官
省
再
呈
と
い
う
言
葉
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
一
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

承
平
五
年
（
九
三
五
）
一
〇
月
東
寺
伝
法
供
家
母
で
庄
園
側
が
大
山
庄
は
官
省
符
庄
で
あ
る
か
ら
田
租
・
正
税
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
出
し
て
い
る
の
が
そ
の
初
出
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
輸
租
特
権
を
も
つ
官
省
符
庄
の
成
立
は
九
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
官
省
符
庄
と
は
延
喜
庄
園
整
理
令
を
契
機
に
進
行
す
る
庄
園
の
再
編
の
な
か
で
、
九
世
紀
の
庄
園
を

再
編
し
て
あ
ら
わ
れ
る
一
〇
世
紀
～
一
一
世
紀
中
期
に
固
有
な
庄
園
で
あ
り
、
庄
田
（
不
輸
租
田
）
で
あ
る
こ
と
の
正
当
性
を
官
省
符
に
よ
り
証

明
す
る
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
庄
園
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
官
省
符
庄
の
形
成
と
展
開
の
あ
り
方
を
最
も
古
く
示
し
て
い
る
例
が
本
章
で
み
た
延
喜
年
間
以
降
の
大
山
庄
の
あ
り
方
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
お
い
て
は
国
家
は
整
理
令
の
原
則
に
基
づ
き
庄
園
そ
の
も
の
の
王
臣
家
・
寺
社
に
よ
る
排
他
的
・
独
占
的
支
配
を
否
定
す
べ
く
庄
園
を
公

田
と
私
田
の
二
部
分
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
公
験
の
明
確
な
田
地
以
外
は
全
て
公
田
－
輸
租
田
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
点
で
庄
園
内
部
を
私
地
（
私
財
田
）
と
公
地
（
未
開
地
）
と
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
九
世
紀
の
庄
園
支
配
の
あ

り
方
を
基
本
的
に
は
ひ
き
つ
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
念
的
に
は
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
枠
の
内
部
で
再
編
さ
れ
て
あ
ら
わ
れ
る

官
省
符
庄
は
、
八
世
紀
中
期
の
天
平
私
財
法
を
契
機
に
展
開
す
る
初
期
庄
園
の
最
終
段
階
に
あ
ら
わ
れ
る
庄
園
と
し
て
と
ら
え
う
る
も
の
と
考

え
る
。
し
か
し
整
理
令
の
庄
田
確
認
の
基
準
が
貫
徹
し
き
れ
ず
一
部
修
正
さ
れ
て
い
る
例
が
出
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
庄
域
内
新
開
田
の
自
動

的
な
庄
田
へ
の
転
化
と
い
う
整
理
令
の
原
則
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
王
臣
家
・
寺
社
側
の
主
張
が
最
初
か
ら
併
存
し
衝
突
が
く
り
か
え
さ
れ
て
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い
る
こ
と
、
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
官
省
痴
愚
の
段
階
で
は
庄
園
が
律
令
鰯
下
の
大
規
模
分
割
地
飯
綱
の
も
と
か
ら
最
終
的
に
脱
却
し
て
、
庄
園

そ
の
も
の
の
私
的
大
土
地
所
有
化
が
実
現
す
る
前
段
階
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
官
省
符
号
も
＝
世
紀
に
入
る
と
と
も
に
変
質
し
て
い
く
。
長
々
二
年
（
一
〇
＝
二
）
に
、
弘
福
寺
の
所
領
内
で

国
検
田
使
は
庄
域
の
検
田
を
行
い
、
本
田
（
庄
田
）
と
そ
れ
以
外
の
田
を
区
別
し
、
こ
の
庄
田
以
外
の
田
を
収
直
し
て
そ
こ
に
租
税
・
臨
時
雑
役

を
課
そ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
弘
福
寺
々
領
は
寺
田
（
庄
田
）
と
無
色
・
無
図
に
分
れ
て
お
り
、
後
者
は
公
田
で
あ
り
租
税
を
納
入
す
べ
き

田
地
で
あ
る
が
代
々
の
国
司
が
免
除
し
て
い
る
の
で
慣
例
に
従
い
寺
田
と
な
し
租
税
を
免
除
す
る
、
と
い
う
裁
定
を
大
和
国
衙
が
く
だ
し
て
い

⑳る
。
こ
の
弘
福
寺
領
の
例
か
ら
一
一
世
紀
前
半
の
官
省
符
庄
の
特
質
と
し
て
次
の
二
点
を
導
び
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
①
理
念
的
に
は
同
一

庄
域
内
で
も
確
認
さ
れ
た
寺
田
す
な
わ
ち
庄
田
と
、
無
色
・
無
食
す
な
わ
ち
庄
田
以
外
の
田
と
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
私
田
、
後
者
は
公
田
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
確
認
さ
れ
た
庄
田
は
租
税
が
免
除
さ
れ
、
無
色
・
細
図
（
公
田
）
は
租
税
を
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

②
以
上
①
は
整
理
令
を
出
発
点
に
し
た
官
省
符
庄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
原
則
を
の
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
r

の
長
和
の
段
階
で
は
こ
の
原
則
が
完
全
に
形
骸
化
し
て
お
り
、
庄
域
内
既
耕
田
の
公
田
・
私
田
の
別
は
事
実
上
消
滅
し
全
て
の
庄
域
内
既
耕
田

の
租
税
を
免
ず
る
と
い
う
国
衙
の
慣
例
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
①
②
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
＝
世
紀
前
半
の
官
省
符
庄
で
は
庄
域
内
既
耕
田
に
つ
い
て
庄
田
と
そ
れ
以
外
の
公
田
と
み
な
さ
れ

る
田
地
の
差
異
が
消
失
し
、
全
て
の
概
耕
田
の
庄
田
化
と
不
輸
租
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
官
省
符
庄
の
あ
り
方
の
根

底
か
ら
の
否
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
官
省
符
庄
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
る
整
理
令
の
原
則
の
否
定
で
も
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
官
省
符
庄
の
変
質
と
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
ほ
ぼ
同
一
時
期
に
お
こ
っ
て
い
る
臨
時
雑
役
の
人
別
免
除
か
ら
四
か
年
免
除
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
移
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
弘
福
寺
領
に
み
ら
れ
る
官
省
符
庄
の
変
質
と
同
一
事
態
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
官
省
符

庄
内
の
公
認
さ
れ
た
庄
田
と
そ
れ
以
外
の
非
庄
田
で
あ
る
新
規
開
発
田
（
公
田
）
の
差
異
の
消
滅
は
臨
時
雑
役
の
人
別
免
除
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
。
恐
ら
く
庄
田
と
非
庄
田
の
差
異
の
消
滅
の
な
か
で
、
庄
域
内
新
開
田
は
公
田
で
あ
り
ゆ
え
に
臨
時
雑
役
が
賦
課
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
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す
る
主
張
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
庄
園
側
は
庄
域
内
全
既
耕
地
が
庄
田
化
し
た
以
上
庄
域
内
へ
の
臨
時
雑
役
は
自
動
的
に
全
て
免
除
す
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る
、
い
い
か
え
れ
ば
庄
園
に
臨
時
雑
役
賦
課
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
四
至
内
免
除
の
主

張
を
お
し
だ
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
全
般
的
に
庄
域
内
既
耕
田
の
庄
田
化
す
な
わ
ち
庄
園
そ
の
も
の
の
私
的
大
土
地
所
有
化
、
お
よ
び
そ
れ
へ
の
田
租
・
正
税
・
臨
時
雑
役
な
ど

律
令
制
的
負
担
の
全
面
的
な
立
ち
さ
り
、
と
い
う
事
態
が
一
一
世
紀
前
期
以
後
進
行
し
て
い
く
。
こ
れ
は
初
期
庄
園
の
私
的
大
土
地
所
有
へ
の

傾
斜
の
く
い
止
め
を
志
向
し
た
整
理
令
の
原
則
に
規
調
さ
れ
て
展
開
し
て
き
た
官
省
論
罪
の
解
体
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
八
世
紀
中
期
以
来

律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
枠
の
も
と
で
展
開
し
て
き
た
初
期
庄
園
が
最
終
的
に
律
令
綱
の
枠
を
打
破
り
私
的
大
土
地
所
有
と
し
て
の
自

己
を
確
立
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

③
　
公
田
・
私
田
に
関
す
る
研
究
の
研
究
史
整
理
に
つ
い
て
は
泉
谷
康
夫
氏
「
公
田

　
に
つ
い
て
」
　
「
公
田
再
論
」
　
（
同
琉
前
掲
著
書
所
収
）
が
手
引
き
に
な
る
。

②
　
岡
岬
「
律
令
時
代
の
公
園
に
つ
い
て
」
　
（
『
法
制
史
研
究
』
　
一
四
号
、
二
二
三

　
頁
）
。

③
公
地
の
史
料
上
の
初
見
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
六
月
「
阿
波
国
名
方
郡

　
新
島
庄
絵
図
」
に
「
公
地
与
寺
地
堺
」
と
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
（
吉
村
武
彦
氏

　
前
掲
論
文
填
入
頁
）
。

④
私
地
の
史
料
上
の
初
見
は
管
見
の
限
り
で
は
『
薄
日
本
紀
』
延
暦
一
〇
年
（
七

　
九
　
）
六
月
二
五
日
条
の
「
勘
定
公
私
之
地
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。

⑤
　
泉
谷
康
夫
氏
「
公
田
に
つ
い
て
」
第
四
章
。

⑥
延
喜
一
五
年
（
九
一
五
）
九
月
東
寺
伝
法
供
家
牒
（
平
安
遺
文
一
－
二
＝
一
）
。

⑦
　
延
長
二
年
（
九
二
四
）
八
月
東
寺
伝
法
供
家
牒
案
（
平
安
遺
文
一
⊥
＝
九
）
。

⑧
　
平
安
遺
文
二
⊥
二
〇
五
。

⑨
延
喜
二
〇
年
（
九
二
〇
）
九
月
右
大
臣
藤
原
忠
平
家
牒
（
平
安
遺
文
一
－
二
一

　
七
）
。

⑩
　
こ
れ
と
関
連
し
て
赤
松
俊
秀
氏
は
、
延
喜
五
年
に
大
江
御
厨
の
新
設
が
認
め
ら

　
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
庄
園
の
新
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

　
お
よ
び
百
姓
の
名
に
よ
る
治
田
の
立
券
が
抑
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

　
の
二
点
か
ら
整
理
令
以
後
若
干
年
を
へ
た
時
点
で
整
理
令
の
方
針
に
重
大
な
改
変

　
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。
し
か
し
本
文
で
の
べ
た
よ
う
に
整
理

　
令
の
施
行
過
程
で
整
理
令
の
原
則
が
一
部
修
正
を
加
え
ら
れ
た
蔀
実
は
あ
る
が
、

　
整
理
令
の
根
本
方
針
そ
の
も
の
に
重
大
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
即
実
は
な

　
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
太
宰
府
政
所
下
文
案
（
平
安

　
遺
文
ニ
ー
五
七
五
）
に
よ
る
と
、
太
宰
府
は
観
世
音
寺
所
領
内
の
新
規
開
発
田
に

　
つ
い
て
「
至
本
領
田
者
、
領
知
確
然
、
於
新
開
田
田
、
難
四
至
内
、
非
可
必
領
」

　
と
い
う
原
則
は
あ
る
が
、
事
が
善
根
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
「
可
従
優
免
」
と
し

　
て
い
る
。
こ
こ
で
云
う
本
領
田
以
外
の
新
協
田
は
そ
の
ま
ま
観
世
音
寺
の
領
田
と

　
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
い
う
原
則
は
、
整
理
令
に
お
け
る
新
開
田
は

　
公
田
と
い
う
原
踏
そ
の
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
整

　
理
令
で
出
さ
れ
て
い
る
原
則
は
形
骸
化
し
て
い
る
も
の
の
、
国
家
の
庄
園
規
制
の
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基
準
と
し
て
変
更
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
一
一
世
紀
中
期
ま
で
存
続
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
赤
松
氏
の
主
張
の
論
拠
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
ま
ず
有
力
な
論
拠
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
御
厨
子
所
領
河
内
国
大
江
御
厨
に
つ
い
て
、
元
永
二
年
（
一
一

一
九
）
七
月
官
宣
旨
写
（
平
安
遺
文
九
－
四
穴
七
〇
）
に
「
応
遣
官
使
、
任
延
喜

五
年
国
司
請
文
、
令
検
注
言
上
大
江
御
厨
閥
至
井
供
御
人
交
名
・
在
家
・
免
田
地

所
等
事
、
副
下
　
延
喜
五
年
国
司
請
文
案
壱
通
」
と
あ
る
。
赤
松
氏
は
こ
の
史
料

を
も
っ
て
御
厨
が
延
喜
五
年
に
新
設
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
誤
り

で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
先
に
み
た
東
大
寺
領
因
幡
国
高
三
冬
の
返
還
要
求
の
史
料

と
同
性
質
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
御
厨
子
所
が
自
己
の
持
つ
御

厨
に
つ
い
て
公
験
に
基
づ
い
て
そ
の
由
来
が
確
か
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
太
政

官
が
河
内
國
司
に
そ
の
御
厨
の
四
至
・
田
地
な
ど
の
現
状
の
報
告
を
求
め
、
国
司

が
そ
の
命
令
に
基
づ
い
て
「
延
誓
五
年
国
司
請
文
」
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
こ
の
請
文
は
高
庭
庄
で
云
う
な
ら
ば
、
庄
の
現
状
を
報
告
し
て
い
る

延
喜
五
年
一
一
月
因
幡
国
司
解
Ω
削
章
註
⑲
）
と
同
一
内
容
と
み
て
よ
い
も
の
で

あ
り
、
整
理
令
以
前
よ
り
存
続
し
て
い
た
御
厨
に
つ
い
て
、
調
査
の
上
で
整
理
令

の
原
則
に
基
づ
い
た
存
続
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
云
う
と
、
大
江
御
厨
の
例
は
整
理
令
の
原
則
の
改
変
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
例
で
は
な
く
、
高
庭
庄
と
並
ん
で
勅
旨
開
田
の
系
列
の
庄

園
に
お
け
る
整
理
令
の
実
施
過
程
を
示
す
例
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
次

に
百
姓
治
田
の
立
券
抑
止
に
つ
い
て
も
、
菊
地
康
明
氏
の
「
赤
松
氏
の
指
摘
さ
れ

た
百
姓
の
治
田
立
券
抑
止
も
、
買
得
者
が
雨
量
輩
下
の
在
地
富
豪
層
で
あ
り
、
田

地
売
買
を
通
じ
て
窟
豪
層
ひ
い
て
は
荘
園
領
主
に
対
す
る
耕
作
農
民
の
隷
属
民
化

を
生
ぜ
し
め
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
整
理
令
の

本
質
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
」
　
（
同
氏
著
『
日
本
古
代
土
地

所
有
の
研
究
』
二
七
二
頁
）
、
と
い
う
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
整
理
令
の
原
則
変

更
を
示
す
事
例
と
は
云
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

⑪
　
同
氏
「
臨
時
雑
役
に
関
す
る
一
考
察
」
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
『
人
文
論
叢
』

　
　
一
・
二
合
併
号
）
。

⑫
　
平
安
遺
文
ニ
ー
四
七
九
。

⑬
平
安
遺
文
ニ
ー
四
七
六
。

⑭
平
安
遺
文
二
一
四
七
三
。

⑮
な
お
、
庄
園
へ
の
臨
時
雑
役
の
免
除
が
庄
司
・
寄
人
へ
の
人
別
免
除
と
い
う
形

　
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
足
場
に
特
権
を
広
げ
よ
う
と
す
る
庄
司
・
寄
人
の

　
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
特
権
に
預
か
り
う
る
人

　
数
を
制
限
し
そ
の
特
権
の
拡
大
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

　
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
十
所
収
延
喜
二
年
四
月
十
一
日
太
政
官
符
「
応
差
使
雑

　
役
不
従
本
職
諸
司
史
生
已
下
諸
衛
舎
人
井
諸
院
諸
宮
王
臣
家
色
々
人
及
散
位
々
子

　
霊
鑑
通
事
」
に
、
事
に
堪
え
う
る
號
が
舎
人
・
雑
色
と
称
し
て
本
司
・
本
主
の
権

　
威
を
か
り
て
国
・
郡
司
に
従
わ
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き

　
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑯
　
坂
本
賞
三
図
が
前
掲
著
書
第
一
編
第
　
章
で
分
析
し
た
元
興
寺
領
近
江
国
愛
智

　
庄
の
例
は
官
省
符
で
付
与
さ
れ
た
田
地
の
み
庄
田
と
し
て
不
輸
租
を
認
め
て
お
り
、

　
こ
れ
は
明
ら
か
に
整
理
令
で
だ
さ
れ
た
基
準
そ
の
も
の
を
用
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
山
・
岡
屋
諸
庄
は
整
理
令
以
後
の
新
規
開
発
田
を
も
庄
田
と

　
し
て
確
認
し
そ
れ
へ
の
不
輸
租
化
の
承
認
も
官
省
符
庄
と
い
う
名
目
の
も
と
に
行

　
　
っ
て
お
り
後
者
の
基
準
を
用
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
な
お
坂
本
氏
は
こ
の
著
書
で
免
除
臼
田
制
と
い
う
著
名
な
概
念
を
出
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
氏
に
よ
る
と
「
宮
省
符
庄
の
庄
園
領
主
が
そ
の
庄
園
所
在
国
の
国
司
に
対

　
し
て
庄
田
の
免
除
（
開
官
物
不
輸
）
の
申
請
を
し
…
…
申
請
を
う
け
た
國
司
は
そ

　
れ
を
調
査
し
た
上
で
免
除
の
国
判
を
与
え
て
い
る
」
　
（
前
掲
書
一
九
頁
V
鋼
度
で

　
あ
り
、
さ
ら
に
免
除
を
う
け
る
庄
田
の
範
盟
に
つ
い
て
「
律
令
制
下
の
官
省
符
庄

・
　
不
輸
田
の
範
囲
は
官
省
符
で
付
与
さ
れ
た
田
地
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
に
買
得
・

　
新
開
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
て
き
た
賑
地
も
班
鰺
図
三
国
図
に
図
付
さ
れ
さ
え
す
れ
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ぱ
既
存
官
省
符
田
に
同
質
化
さ
れ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
不
輸
租
田
と
さ
れ
た

が
、
免
除
領
掌
髄
の
成
立
に
よ
っ
て
不
輸
宮
物
が
認
め
ら
れ
る
の
は
官
省
符
で
付

与
さ
れ
た
も
の
に
限
る
と
い
う
原
則
と
な
っ
た
」
　
（
同
入
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
次
の
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
一
つ
は
氏
の
云
う
免
除

領
田
制
を
整
理
令
と
関
係
の
な
い
も
の
と
し
て
切
り
は
な
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他

の
一
つ
は
庄
田
免
除
の
基
準
が
免
除
領
田
制
を
含
め
て
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を

上
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
点
に
つ
い
て
、
氏
は
か
つ
て
免
除
領
照
制
を
整
理
令
の
表
現
で
あ
る

と
し
て
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
た
が
、
前
掲
著
書
で
そ
れ
を
誤
り
と
し
切
り
は
な

し
た
　
（
同
一
一
三
頁
）
。
し
か
し
氏
の
云
う
免
除
田
田
制
の
内
容
は
官
省
符
田
は

不
輸
租
で
あ
り
そ
れ
以
外
の
新
閉
田
は
輸
租
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
庄
域

内
新
開
田
は
公
田
で
あ
り
か
つ
輸
租
田
で
あ
る
と
み
な
す
と
い
う
整
理
令
の
原
則

そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
き
り
は
な
し
は
誤
ま
り
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
二
点
に
つ
い
て
、
氏
は
「
免
除
半
田
綱
下
に
お
い
て
は
、
庄
内
新
開
田
が
免
除

さ
れ
る
か
否
か
は
各
庄
園
の
慣
行
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
」
　
（
同
一
〇

六
頁
）
と
し
て
二
つ
の
庄
田
免
除
基
準
が
事
実
の
上
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
免
除
領
脚
鯛
と
い
う
こ
と
で
基
準
と
し
て
と
り
あ

げ
て
い
る
の
は
愛
智
庄
で
代
衷
さ
れ
る
免
除
基
準
す
な
わ
ち
整
理
令
の
原
則
そ
の

も
の
、
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
氏
の
揚
合
こ
の
二
つ
の
基
準
の
存
在
を
規
定

づ
け
て
い
る
庄
域
内
新
開
田
を
め
ぐ
る
臨
衙
と
庄
園
の
す
る
ど
い
対
立
の
存
在
を

　
見
失
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
氏
が
免

，
　
除
豊
田
制
す
な
わ
ち
新
開
田
免
除
の
問
題
を
租
の
輸
・
不
と
い
う
視
角
か
ら
の
み

　
と
ら
え
、
そ
の
根
底
に
あ
る
公
田
・
私
田
の
別
を
め
ぐ
る
所
有
次
元
の
問
題
と
結

　
び
つ
け
て
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。

⑰
　
角
川
・
日
本
史
辞
典
、
官
省
下
庄
の
項
。

⑯
　
平
安
遺
文
一
－
七
七
。

⑩
　
た
だ
し
先
掲
の
延
魯
八
年
播
磨
國
某
庄
別
当
解
で
庄
域
内
新
開
田
は
不
輸
と
い

　
う
主
張
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
庄
域
内
の
本
来
の
庄
田
は
不

　
輸
と
い
う
こ
と
は
九
世
紀
の
庄
園
で
も
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
。
た
だ
こ
れ
ら
の

　
不
輸
租
田
を
官
省
田
田
と
よ
ん
で
い
た
形
跡
が
な
い
の
で
あ
る
。

⑳
平
安
遺
文
一
－
二
四
五
。

⑳
な
お
、
太
政
官
が
官
省
符
庄
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
そ
の
庄
田
の
田
租
・
正
税

　
　
の
免
除
を
公
式
に
認
め
て
い
る
も
の
と
し
て
は
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
九
月
の
醍

　
醐
寺
領
伊
勢
国
曽
禰
庄
に
つ
い
て
の
太
政
官
符
案
（
平
安
遺
文
一
一
二
六
二
）
が

　
最
初
で
あ
る
。

⑫
　
長
和
二
年
十
一
月
大
和
弘
福
寺
牒
案
（
平
安
遺
文
一
一
一
四
七
三
）
。

＠
　
こ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
長
山
泰
孝
氏
「
臨
階
雑
役
の
成
立
」
　
（
重
氏
著
『
律

　
令
負
担
体
系
の
研
究
』
所
収
）
、
坂
本
氏
前
掲
著
書
第
二
編
第
二
章
、
な
ど
を
参

　
照
。
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む

す

び

以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
分
析
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
と
め
を
行
い
む
す
び
と
し
た
い
。

1

延
喜
庄
園
整
理
令
は
四
通
の
官
符
か
ら
成
り
立
つ
が
、
こ
の
う
ち
太
政
宮
符
「
応
停
止
勅
旨
開
田
井
諸
院
道
議
及
五
位
以
上
買
取
百
姓



延喜庄園整理令と初期庄園（：丸山）

田
地
舎
宅
占
請
閑
地
荒
田
事
」
が
主
要
な
官
符
で
あ
る
。
こ
の
官
符
を
現
状
把
握
部
分
と
対
応
策
部
分
と
に
区
分
し
て
考
え
る
と
い
う
方
法
で

分
析
し
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
①
従
来
勅
旨
開
田
を
勅
旨
田
と
同
義
と
み
な
し
て
い
た
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
勅
旨
開
田
は
国
家
公
認

の
大
規
模
野
占
地
（
分
割
地
）
を
指
す
。
②
整
理
令
全
体
と
し
て
は
勅
旨
開
田
お
よ
び
百
姓
の
私
地
集
積
と
い
う
二
つ
の
形
態
を
と
っ
て
展
開
す

る
初
期
庄
園
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
出
さ
れ
た
法
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
2
　
次
に
整
理
令
の
史
的
位
置
づ
け
を
、
律
令
国
家
の
大
規
模
分
割
地
規
制
（
庄
園
規
制
）
と
の
対
比
で
行
っ
た
。
山
野
・
空
閑
地
の
公
的
分

割
の
承
認
と
、
こ
の
公
的
分
割
地
内
部
の
開
発
田
の
私
財
化
の
承
認
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
出
さ
れ
た
天
平
私
財
法
を
基
点
に
展
開
す
る
大
規

模
分
割
地
誌
欄
は
、
宝
亀
年
間
の
復
活
私
財
法
な
ど
を
へ
て
延
暦
～
弘
仁
年
間
に
完
成
を
み
る
。
完
成
さ
れ
た
こ
の
規
制
は
、
第
一
に
民
要
地

・
個
別
用
益
地
・
共
同
用
益
地
と
い
う
農
民
の
生
産
活
動
の
場
の
一
体
性
を
確
認
し
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
形
で
の
大
規
模
分
割
地
の
設
定
を
禁

止
す
る
こ
と
、
第
二
に
設
定
を
認
め
ら
れ
た
大
規
模
分
割
地
に
つ
い
て
も
内
部
の
開
発
田
は
私
地
（
私
財
田
）
と
し
て
認
め
る
が
、
未
開
地
は
三

年
不
耕
・
上
毛
利
用
解
放
両
原
則
が
適
用
さ
れ
る
公
地
で
あ
る
と
し
、
庄
園
そ
の
も
の
の
私
的
土
地
所
有
化
を
抑
止
す
る
こ
と
、
以
上
の
二
点

を
特
質
と
し
て
い
る
。
以
上
の
大
規
模
分
割
地
規
制
と
対
比
し
た
場
合
の
整
理
令
の
特
質
と
し
て
、
第
一
に
大
規
模
分
割
地
規
制
を
う
け
つ
い

で
、
庄
園
の
新
た
な
設
定
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
庄
園
に
つ
い
て
も
、
庄
田
一
不
輸
租
田
と
し
て
認
め
る
の
は
公
験
の
明
確
な
田
地

の
み
に
限
定
し
、
そ
の
他
の
新
開
照
・
買
得
田
は
庄
域
内
に
あ
っ
て
も
公
田
と
し
て
把
握
す
る
な
ど
庄
園
の
私
的
土
地
所
有
化
抑
止
を
打
出
し

て
い
る
こ
と
、
第
二
に
一
〇
世
紀
初
頭
の
国
家
の
土
地
支
配
政
策
の
あ
り
方
に
規
綱
さ
れ
て
、
庄
園
の
整
理
は
九
世
紀
と
異
な
り
既
耕
田
の
把

握
・
整
理
に
し
ぼ
っ
て
行
わ
れ
未
開
地
規
制
が
き
り
す
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
あ
げ
う
る
。

　
3
　
そ
し
て
こ
の
整
理
令
が
一
〇
世
紀
の
庄
園
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
公
田
・
私
田
概
念
の
変
遷
を
ふ
ま
え
て
分
析
し
た
。
一
〇
世
紀

に
お
い
て
国
家
は
整
理
令
の
原
則
に
基
づ
き
、
国
衙
が
公
認
し
た
庄
田
は
私
田
（
不
輸
租
田
）
、
新
規
開
発
田
は
公
田
（
輸
租
田
）
と
い
う
こ
と
で

庄
園
を
把
握
し
庄
園
そ
の
も
の
の
私
的
大
土
地
所
有
化
を
抑
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
王
臣
家
・
寺
社
は
整
理
令
発
布
直
後
か
ら
新
規

開
発
田
を
も
私
田
（
不
輸
租
田
）
と
し
て
認
め
さ
せ
よ
う
と
国
衙
と
争
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
す
る
ど
い
対
立
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
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整
理
令
の
原
則
に
基
づ
い
た
し
か
も
庄
域
内
新
開
田
を
め
ぐ
り
矛
盾
を
か
か
え
た
庄
園
は
官
省
符
庄
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
一
世
紀
前

半
に
な
る
と
王
臣
家
・
寺
社
側
の
要
求
が
国
家
に
よ
っ
て
実
質
的
に
承
認
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
な
か
で
官
省
符
庄
は
解
体
の
方
向
に
向
う
と
と

も
に
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
理
念
を
ひ
き
つ
い
だ
整
理
令
の
理
念
も
最
終
的
に
解
体
す
る
の
で
あ
る
。

　
4
　
最
後
に
初
期
庄
園
全
般
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
初
期
庄
園
は
八
世
紀
中
期
か
ら
二
世
紀
中
期
に
か
け
て
存
在
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

理
念
的
に
は
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
た
、
王
臣
家
・
寺
社
の
土
地
集
積
で
あ
る
が
、
そ
の
変
遷
は
次
の
三
期
に
整
理

し
て
と
ら
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
第
一
期
（
八
世
紀
中
期
～
後
期
）
北
陸
の
東
大
寺
領
庄
園
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
天
平
私
財
法
を
出
発
点
に
展
開
す
る
。
未
開
地
の
分
割
・
賜

与
に
よ
っ
て
成
立
し
、
内
部
の
開
発
田
は
私
財
田
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
期
の
庄
園
経
営
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
国
家
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
庄
園
そ
の
も
の
は
公
的
分
割
地
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
期
に
お
い
て
は
律
令
制
の

大
規
模
分
割
地
規
制
の
未
完
成
と
い
う
情
況
の
な
か
で
、
庄
所
有
者
の
庄
域
内
専
制
支
配
が
展
開
す
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
第
二
期
（
八
世
紀
後
期
～
九
世
紀
後
期
）
勅
旨
田
・
親
王
賜
田
な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
完
成
し
た
律
令
制
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
も
と
で

の
王
臣
家
・
寺
社
の
土
地
集
積
で
あ
る
。
こ
の
期
の
庄
園
の
特
質
は
、
庄
域
内
の
開
発
田
は
私
地
（
私
財
田
）
で
あ
る
が
未
開
地
は
公
地
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
規
模
分
割
地
規
制
完
成
の
結
果
で
あ
る
が
、
私
記
を
投
入
し
続
け
る
限
り
に
お
い
て
と

い
う
律
令
制
的
規
制
の
も
と
で
の
私
人
の
永
続
的
占
有
す
な
わ
ち
私
地
の
広
汎
な
展
開
と
い
う
条
件
な
し
に
は
明
確
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
期
の
庄
園
は
第
一
期
と
同
じ
く
未
開
地
の
公
的
な
分
割
地
と
い
う
基
本
的
な
性
格
を
持
ち
つ
つ
も
土
地
国
有
綱
と
い

う
理
念
の
も
と
に
お
け
る
私
地
の
展
開
が
極
限
に
達
し
た
段
階
で
の
土
地
の
大
規
模
集
積
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
期
（
一
〇
世
紀
初
期
～
＝
世
紀
前
期
）
延
薯
庄
園
整
理
令
を
契
機
に
展
開
す
る
官
省
符
庄
で
代
表
さ
れ
る
。
官
省
粗
漫
で
は
庄
域
内
を
私

田
（
確
認
さ
れ
た
庄
田
）
と
公
田
（
新
規
開
発
田
）
と
に
分
け
て
と
ら
え
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
第
二
期
と
同
質
で
あ
る
。
し
か
し
私
田
の
概
念

が
私
功
を
加
え
続
け
て
い
る
限
り
と
い
う
限
定
が
な
く
な
り
私
的
土
地
所
有
の
概
念
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
公
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田
・
私
田
の
概
念
が
律
令
制
の
原
則
を
無
視
す
る
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
官
省
符
庄
そ
の
も
の
が
律
令
制
の
枠

を
の
り
こ
え
た
私
的
大
土
地
所
有
と
い
う
面
を
強
め
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
官
省
符
応
は
中
世
庄
園
へ
の
過
渡
段
階
と
も
云

う
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
以
上
が
初
期
庄
園
の
変
遷
の
素
描
で
あ
る
が
、
勿
論
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
と
く
に
官
省
符
庄
に
つ
い
て
は
問
題
の
一
端
に
触
れ
た
に

す
ぎ
ず
、
経
営
の
問
題
そ
の
他
分
析
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
が
、

①
拙
稿
「
初
期
庄
園
の
形
成
と
展
開
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
、
天
平
私
財
法
以
後

　
展
開
し
て
い
く
初
期
庄
園
を
私
的
大
土
地
所
有
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し

　
こ
れ
は
律
令
鰯
の
大
規
模
分
割
地
規
制
の
強
力
な
規
制
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
い

　
な
い
こ
と
、
こ
と
に
九
世
紀
の
庄
園
（
勅
旨
田
・
親
王
賜
田
で
代
表
さ
れ
る
）
の

　
内
部
が
公
地
と
私
地
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
る
こ
と
、
の

　
た
め
に
で
て
き
た
誤
っ
た
と
ら
え
方
で
あ
っ
た
。
訂
正
し
た
い
。
そ
の
点
で
不
十

別
稿
を
期
し
た
や

　
分
で
は
あ
る
が
本
稿
を
も
っ
て
、
筆
者
な
り
の
初
期
庄
園
の
性
格
づ
け
を
し
た
も

　
の
と
さ
せ
て
頂
く
。

②
　
本
稿
の
…
部
は
第
二
回
中
属
・
湯
翻
地
区
中
世
史
研
究
会
／
（
一
九
七
七
年
七
月

　
二
日
）
に
お
い
て
報
告
し
適
切
な
助
言
を
頂
い
た
。
出
席
諸
氏
に
記
し
て
謝
意
を

　
衷
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
島
大
学
教
育
学
部
助
教
授
　
穂

延喜庄園整理令と初期庄園（：丸山）
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Engi延喜Provision　of　Regulation．of　Manors

by

Yukihiko　Maruyama

　　Engi　provision　of　regulating　manors　was　issued　aiming　at　rearrange－

ment　of　early　manors　which　had　been　formed　in　two　ways；　one　was

the　large－scale　partition　of　wasteiand　and　the　other　was　the　private

accumuiation　of　field　by　peasantry．　Under　this　provision　no　manor

could　be　newly　established　（that　is，　the　prevention　of　the　manorial

enlargement），　while　the　existing　manors，　except　already　authorlzed

field，　were　readjusted　not　to　be　newly　changed　into　private　manors，

w圭th　the負elds　under　development　recognized　as　Koden公田（i．　e．　du－

tiable　ones），　whlch　means　the　regulation　of　transformation　from　manor

into　prlvate　estate．　Between　the　enactment　and　the　eariy　eleventh

century　there　developed　Kansleofusho官省符荘（i．　e．　duty－free　maユlol’s

autholized　by　the　government）　，　as　the　last　phase　of　early　manors，　which

was　under　tlte　regulation　of　the　provision　but　at　the　same　time　appar－

ently　ruRning　its　course．　to　the　private　landholding．

Jen－hsiao仁孝：AStudy　of　an　Ideo】ogy　in

　　　　　　　　China，　2nd　to　7th　Century

by

Shinichiro　Watanabe

　　From　the　reign　of　Emperor　Hsien－w2n献文帝in　Pei－wei北魏to　tlユe

middle　T’ang唐．period，　the　emperor　was　required　to　have　a　virtue　of

1’e“n－hsiao　as　his　quaiification．　We　can　assume　as　follows．　’Flrst　that

virtue　had　its　origin　in　the　controversy　over　the　superiority　of　1’e“n

and　hsiao　debated　in．．　the　period　froln　Hou－han後漢to　Hsi・chin西晋．

Then　X　became　to　grow　into　an　ideology　for　keepirig　tke　petty　agricultural

management．　ln　this　article，　we　studY　the　historical　charactey　of　Chinese

dynasties　from　2　nd　to　7　th　century　by　means　of　following　the　format1on，

development　arid　decline　of　1’e”n－hsiao　ideology．
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